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▪�

二
期
目
の
市
政
運
営（
所
信
）に

つ
い
て

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
4
年
間
、
市

民
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
市
民
皆
様
の
声
に
真
摯
に
耳
を

傾
け
、
経
営
感
覚
を
持
っ
て
、
市
民

の
視
点
・
立
ち
位
置
で
一
つ
ひ
と
つ

の
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
安

定
し
た
行
財
政
運
営
を
基
本
と
し

て
、
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
支

援
、
企
業
誘
致
、
産
業
育
成
の
支
援

等
の
強
化
な
ど
、
市
勢
発
展
の
可
能

性
を
高
め
る
施
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
課
題

は
多
く
、
実
現
に
届
か
な
か
っ
た
政

策
も
多
く
あ
り
、
雲
仙
市
の
未
来
を

創
る
政
策
に
自
ら
の
手
で
取
り
組

み
た
い
と
の
思
い
で
、
2
期
目
の
立

候
補
を
決
意
し
、
無
投
票
で
の
再
選

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
本
市
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、
経
済

の
活
性
化
、
人
口
減
少
問
題
の
克
服

な
ど
、
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お

り
、
特
に
、
昨
年
10
月
に
発
表
さ
れ

た
平
成
27
年
国
勢
調
査
の
確
定
値

で
は
、
本
市
の
人
口
は
4
万
4
，

1
1
5
人
と
発
表
さ
れ
、
平
成
27
年

に
策
定
し
た
雲
仙
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
に
お
け
る
予
想
よ
り
も
さ
ら
に

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
雲
仙
市
の
財
政
状
況
は
、

自
主
財
源
の
割
合
が
低
く
、
ま
た
、

平
成
28
年
度
か
ら
は
普
通
交
付
税

算
定
の
合
併
特
例
措
置
の
縮
減
が

始
ま
っ
て
お
り
、
以
降
5
カ
年
で
急

激
な
歳
入
減
が
見
込
ま
れ
、
本
市
の

財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
も
、
雲

仙
市
が
さ
ら
に
飛
躍
す
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
止
め
る
こ

と
無
く
市
民
の
視
点
・
立
ち
位
置
で

の
市
政
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
最

小
限
の
行
政
コ
ス
ト
で
最
大
限
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と
し
て
新

た
な
政
策
に
も
着
手
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
4
年
間
で
蓄
積

し
た
力
を
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営

の
推
進
力
と
し
て
、
今
後
4
年
間
で

取
り
組
む
雲
仙
市
の
未
来
の
チ
カ

ラ
を
創
る
6
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
整
理
い
た
し
ま
し
た
。

①�

暮
ら
し
と
経
済
の
大
動
脈
と
な
る

「
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
構
築
！

・
地
域
高
規
格
道
路 

島
原
道
路
の

早
期
完
成
、
国
道
57
号
の
愛
野

町
か
ら
小
浜
町
へ
の
バ
イ
パ
ス

整
備
を
含
む
4
車
線
化
な
ど
、
重

要
幹
線
道
路
の
整
備
を
推
進
。

②�

国
内
屈
指
の「
食
の
王
国
」の
実
現
！

・
大
型
農
地
整
備
事
業
に
併
せ
小

規
模
団
地
の
農
地
整
備
の
推
進

を
図
り
、
様
々
な
農
業
体
系
に

即
し
た
、
競
争
力
の
あ
る
付
加

価
値
の
高
い
農
業
を
応
援
。

・
森
林
、
木
材
の
有
効
活
用
の
推
進
。

・
水
域
の
環
境
向
上
と
漁
港
施
設

の
整
備
を
推
進
し
、
水
産
物
の

安
定
供
給
体
制
を
構
築
。

③�

自
然
、
食
、
歴
史
・
文
化
を
満
喫

で
き
る「
国
際
色
豊
か
な
観
光
の

ま
ち
」を
創
る
！

・
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
を
含
め
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
応
じ
た
情
報
発
信

や
魅
力
的
な
観
光
商
品
の
提
供
。

・
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
耐
震
化
へ
の

可
能
な
限
り
の
支
援
。

④�

雲
仙
市
の
新
し
い
顔
と
な
る「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
」を

目
指
す
！

・
再
生
可
能
資
源
を
活
用
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
へ
の
取

り
組
み
。

・
発
電
関
連
企
業
等
の
誘
致
や
雇

用
の
創
出
。

⑤�

あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら「
市
民
の
生

命
と
財
産
」を
守
る
！

・
夜
間
な
ど
、
行
動
が
制
限
さ
れ
る

時
間
帯
に
お
い
て
性
質
の
異
な

る
災
害
の
発
生
時
に
お
け
る
、
市

民
の
安
全
確
保
対
策
と
地
域
自

主
防
災
組
織
の
支
援
策
を
強
化
。

⑥�「
暮
ら
し
の
質
を
高
め
る
ま
ち
づ

く
り
」を
進
め
る
！

・
子
育
て
環
境
の
整
備
や
、
休
日
・

時
間
外
で
の
市
役
所
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
な
ど
の
取
り
組
み
。

▪�

第
2
次
雲
仙
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
に
、
第
1
次
と
な
る

総
合
計
画
の
計
画
期
間
が
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
平
成
38
年
度
を
目
標

と
す
る「
基
本
構
想
」と
、
平
成
33
年

度
ま
で
に
取
り
組
む
具
体
的
な
施

策
の
内
容
や
達
成
目
標
等
を
体
系

的
に
示
す
基
本
計
画
で
構
成
す
る

「
第
2
次
雲
仙
市
総
合
計
画
」を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
将
来
像
と
な
る「〝
つ
な

が
り
〟で
創
る　
賑
わ
い
と
豊
か
さ

を
実
感
で
き
る
ま
ち
」の
実
現
に
向

け
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
協
働

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

▪�

平
成
29
年
度
の
主
な
取
り
組
み

※
平
成
29
年
度
に
お
け
る
主
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
、「
第
2
次
雲

仙
市
総
合
計
画
」
の
5
つ
の
基

本
方
針
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

【
出
会
い
・
結
婚
・
移
住
・
定
住
】

　
市
内
で
活
動
す
る
婚
活
支
援
団

体
と
連
携
し
、
婚
活
関
連
情
報
を

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
に
よ
り
発
信

す
る
な
ど
、
結
婚
の
希
望
を
叶
え
る

取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る

補
助
の
交
付
対
象
者
に
つ
い
て
県

外
か
ら
の
移
住
者
を
市
外
か
ら
の

移
住
者
に
拡
充
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
雲
仙
市
の
生
活
を
体
験
で
き
る

お
試
し
住
宅
の
活
用
促
進
や
移
住

相
談
に
つ
い
て
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
と
連
携
し
な
が
ら
、
移
住

対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
本
市
の
財
産
で
あ
る
豊
か
な
自

然
、
景
観
、
風
土
を
最
大
限
活
用
し

た
高
齢
者
の
移
住
対
策
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
】

　
出
産
直
後
に
助
産
師
の
訪
問
支

援
を
行
う
産
後
訪
問
ケ
ア
事
業
を

新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　
南
串
山
地
区
に
お
い
て
、
新
た
に

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
推

平
成
29
年
第
1
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、金
澤
市
長
が
述
べ
た
「
施
政
方
針
」

を
抜
粋
（
整
理
）
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
施
政
方
針
と
は
、
市
政
運
営
の

目
指
す
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。）

平
成
29
年
度
　
施
政
方
針
雲
仙
市
の
未
来
の
チ
カ
ラ
を

創
る
6
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

基
本
方
針
❶　
暮
ら
し
と
安
心

雲仙市定住促進パンフレット
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進
を
図
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
、
第
2
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化

及
び
対
象
を
拡
充
し
た
福
祉
医
療
費

等
の
制
度
に
加
え
、
新
た
に
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
を
行
う

施
設
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

【
地
域
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
】

　
市
民
、
福
祉
関
係
者
、
行
政
の
協

働
に
よ
る「
地
域
ふ
れ
愛
さ
さ
え
愛

事
業
」を
引
き
続
き
推
進
し
、
地
域

支
援
グ
ル
ー
プ
の
拡
大
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。

　
新
た
に
、
徘
徊
の
症
状
が
あ
る
高

齢
者
等
を
見
守
る
た
め
の
ス
テ
ッ

カ
ー
配
付
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
事
業
者
が
行
う
小
規
模
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
整
備
費
及

び
施
設
の
開
設
準
備
費
に
対
す
る

支
援
を
図
り
ま
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
】

　
昨
年
度
拡
充
し
た
障
害
者
職
場

実
習
促
進
事
業
や
障
害
児
通
所
給

付
事
業
、
特
別
支
援
学
校
へ
の
通
学

支
援
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た

に
人
工
内
耳
購
入
等
に
か
か
る
給

付
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
健
康
・
医
療
体
制
】

　
受
診
し
や
す
い
体
制
の
整
備
を

目
指
し
、
日
曜
健
診
を
実
施
す
る
な

ど
、
引
き
続
き
受
診
率
の
向
上
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
高
血
圧
・
糖
尿

病
・
慢
性
腎
臓
病
な
ど
へ
の
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
在
宅
医
療
の
普
及
啓
発
に
努
め
る

と
と
も
に
、
今
後
の
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
の
強
化
を
図
る
た
め
、
市
民

の
ニ
ー
ズ
調
査
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
雲
仙
・
南
島
原
保
健
組
合
に
お
い

て
新
た
に
整
備
さ
れ
る
公
立
新
小

浜
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
中
核

を
担
う
医
療
機
関
と
し
て
、
医
療
を

安
定
的
か
つ
継
続
的
に
提
供
し
て

い
け
る
よ
う
、
構
成
市
で
あ
る
南
島

原
市
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

【
暮
ら
し
の
安
全
確
保
】

　
自
主
防
災
組
織
の
機
能
強
化
に
向

け
た
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
、
有
事
の
際
の

業
務
継
続
計
画
の
策
定
、
罹
災
証
明

書
の
早
期
発
行
の
た
め
の
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
及
び
防
災
対
策

室
の
機
能
充
実
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
雲
仙
市
全
体
の
救
急
・
消
防
力
の

強
化
に
つ
い
て
は
、
雲
仙
市
消
防
力

向
上
対
策
検
討
委
員
会
の
答
申
を

踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
協
議
し
ま
す
。

　

自
治
会
と
連
携
し
防
犯
灯
の

L
E
D
化
を
促
進
し
ま
す
。

　
消
費
者
保
護
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
警
察
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
出
前

講
座
の
実
施
、
情
報
提
供
等
や
消
費

生
活
相
談
体
制
の
充
実
に
よ
り
消
費

者
被
害
の
未
然
防
止
を
図
り
ま
す
。

【
農
業
】

　
新
規
就
農
者
の
支
援
を
行
う
新

規
就
農
総
合
支
援
事
業
に
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

　
中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
業
所

得
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を

支
援
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

新
た
に
募
集
し
、
地
域
活
性
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
集
落
営
農
組
織
の
育
成
や
法
人
化

を
進
め
、
経
営
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
に
桃
山
田
地

区
、
宮
田
地
区
の
2
地
区
が
新
規
採

択
予
定
で
あ
り
、
関
係
者
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
強
力
な
推

進
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
積

極
的
な
要
望
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
中
山
間
地
な
ど
小
規
模
団
地

の
農
地
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
農
地
中
間
管
理
事
業
を
介
し
た
担

い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
荒
廃
農
地
の
再
生

利
用
に
向
け
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
対
象
鳥

獣
に
ア
ナ
グ
マ
・
ア
ラ
イ
グ
マ
を
追

加
し
、
被
害
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

　
情
報
技
術
の
利
活
用
や
高
性
能

農
業
機
械
の
導
入
に
よ
り
、
一
層
の

労
力
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
品
質

の
向
上
と
生
産
コ
ス
ト
縮
減
に
向

け
、
高
品
質
の
品
種
や
品
質
向
上
に

資
す
る
資
材
を
は
じ
め
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

　
和
牛
主
体
の
肉
用
牛
の
生
産
拡
大

及
び
地
域
一
貫
生
産
体
制
に
よ
る
和

牛
改
良
等
を
進
め
、
品
質
の
高
い
畜

産
物
の
産
地
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
畜
産
農
家
等
と
の
連
携
を
強
化

し
、
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
の
生
産

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
林
業
】

　
森
林
施
業
の
集
約
化
や
森
林
整

備
に
取
り
組
む
林
業
事
業
体
へ
の

支
援
を
図
る
と
と
も
に
、
簡
易
で
耐

久
性
の
あ
る
路
網
の
開
設
を
推
進

し
ま
す
。

　
間
伐
を
中
心
と
し
た
森
林
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
伐
採
後
の

森
林
へ
の
植
林
を
推
進
し
ま
す
。

　
保
安
林
に
お
け
る
山
崩
れ
等
の
災

害
防
止
と
水
源
涵
養
等
の
機
能
保
全

の
た
め
の
治
山
事
業
を
推
進
し
、
併

せ
て
地
域
住
民
や
森
林
所
有
者
等
が

協
力
し
て
行
う
里
山
林
の
保
全
管
理

や
、
森
林
資
源
の
利
活
用
を
目
的
と

し
た
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

【
水
産
業
】

　
漁
業
協
同
組
合
ご
と
に
策
定
さ

れ
た「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」及

び
橘
湾
岸
の
5
つ
の
組
合
が
連
携

し
取
り
組
む「
橘
湾
浜
の
活
力
再
生

広
域
プ
ラ
ン
」を
基
に
、
生
産
環
境

の
整
備
と
付
加
価
値
向
上
に
よ
る

持
続
可
能
な
水
産
業
確
立
を
目
指

す
組
合
や
漁
業
者
の
取
り
組
み
を

支
援
し
ま
す
。

　
新
規
漁
業
就
業
者
の
発
掘
と
受

入
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
研

修
制
度
を
充
実
し
、
後
継
者
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

　
漁
業
者
が
取
り
組
む
覆
砂
や
、
藻

場
の
保
全
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
海
底
耕
耘
や
堆
積
物
除
去
の
取

り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。
併
せ
て
、

漁
業
経
営
の
見
直
し
に
よ
り
、
生
産

性
・
収
益
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
魚
類
資
源
の
回
復
を
図
る
た
め

の
種
苗
放
流
事
業
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
市
場
価
格
の
高
い
新
魚
種

の
魚
類
養
殖
の
可
能
性
を
探
り
、
安

全
で
高
品
質
な
生
産
物
の
供
給
体

制
を
目
指
し
ま
す
。

　

南
串
山
京
泊
漁
港
に
お
い
て
、

漁
獲
物
の
運
搬
、
漁
業
用
資
材
の

搬
入
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
臨
港

道
路
や
、
作
業
効
率
向
上
に
資
す

る
た
め
の
浮
桟
橋
の
整
備
に
向
け

た
測
量
・
設
計
等
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
各
漁
港
施
設
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
機
能
診
断
を
実

施
し
、
漁
港
施
設
の
機
能
保
全
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

　
諫
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防
排

水
門
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
、
様
々
な
動
向
に
注
視
し
、
市
民
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の
安
心
・
安
全
、
雲
仙
市
の
農
業
・

漁
業
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、

長
崎
県
及
び
諫
早
市
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

【
物
産
ブ
ラ
ン
ド
】

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
制
度
を
活

用
し
た
本
市
の
特
産
品
の
情
報
発

信
を
行
う
と
と
も
に
、
大
都
市
圏
を

中
心
と
し
た
物
産
展
等
に
よ
り
、
農

畜
水
産
物
や
魅
力
あ
る
こ
だ
わ
り

の
商
品
を
P
R
し
、
販
売
促
進
を
図

り
ま
す
。

　
都
市
部
の
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
招
聘

し
、
市
内
の
生
産
者
や
製
造
・
加
工

業
者
の
方
々
と
の
商
談
機
会
を
創
出

し
、
販
路
拡
大
に
よ
る
所
得
向
上
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
私
自
身
も
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
と
し
て
、
引
き
続
き
雲

仙
市
の
特
産
品
を
セ
ー
ル
ス
し
ま
す
。

【
商
工
業
・
企
業
誘
致
・
新
産
業
】

　
本
市
の
中
小
企
業
の
振
興
を
総

合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
本
議
会
に

上
程
し
て
い
る「
雲
仙
市
中
小
企
業

振
興
基
本
条
例（
案
）」の
制
定
に
よ

り
、
本
市
経
済
の
振
興
及
び
市
民
生

活
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
経
営
基
盤
の
安
定
化
、
経
営
の
持

続
化
を
目
指
し
、
設
備
資
金
・
運
転

資
金
の
融
資
及
び
利
子
の
助
成
制
度

の
利
用
促
進
を
図
り
、
収
益
力
の
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
雲
仙
市
商

工
会
と
の
連
携
に
よ
る
商
工
業
活
性

化
推
進
事
業
を
周
知
し
、
よ
り
多
く

の
事
業
者
に
対
し
て
空
き
店
舗
等
を

活
用
し
た
新
規
出
店
の
促
進
や
、
持

続
化
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
国
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
合

同
企
業
面
談
会
を
実
施
す
る
な
ど
、

市
内
へ
の
就
職
支
援
、
労
働
力
の
確

保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、「
魅
力
あ
る

職
場
づ
く
り
支
援
事
業
」を
引
き
続

き
実
施
し
、
研
修
や
資
格
取
得
を
促

進
し
、
企
業
の
収
益
性
の
向
上
と
魅

力
ア
ッ
プ
を
進
め
、
職
場
定
着
率
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

　
本
市
の
自
然
環
境
や
地
域
資
源

を
最
大
限
に
活
か
し
た
食
品
関
連

産
業
や
産
業
用
機
械
関
連
産
業
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
関
連
産
業
、
物
流

関
連
産
業
な
ど
の
企
業
誘
致
に
強

力
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
観
光
・
交
流
】

　
島
原
半
島
観
光
連
盟
、
島
原
半
島

ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
等
と
連
携
す

る
と
と
も
に
、
島
原
半
島
三
市
が
一

体
と
な
っ
て
観
光
誘
客
に
取
り
組

み
、
持
続
的
な
地
域
経
済
の
発
展
に

つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、
観
光
分
野
を

専
門
に
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
募
集
し
、
観
光
素
材
の
発
掘
と
情

報
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
島
原
半
島
観
光
連
盟
の
組
織
体

制
や
機
能
の
強
化
に
向
け
、
よ
り
効

率
的
・
効
果
的
な
事
業
を
構
築
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
関
係
市
等
と
協

議
を
進
め
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
東
ア
ジ
ア
の
国
々
に

加
え
、
新
た
に
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

の
旅
行
者
に
対
し
て
も
重
点
的
に
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の

平
成
34
年
度
開
業
を
視
野
に
、
新
し

く
整
備
さ
れ
る
諫
早
駅
に
お
け
る

観
光
情
報
の
発
信
に
つ
い
て
関
係

市
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
整
備
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
大
規
模
建
築
物
の
安
全
面

の
強
化
に
向
け
た
耐
震
化
へ
の
支

援
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
韓
国
求
礼
郡
と
の
姉
妹
結
縁
締

結
10
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
求
礼
郡
で
開
催
さ
れ
る

記
念
式
典
を
通
じ
、
両
都
市
の
友
好

関
係
を
深
め
る
と
と
も
に
、
相
互
交

流
に
よ
る
人
材
育
成
を
図
り
ま
す
。

【
道
路
・
公
共
交
通
】

　

地
域
高
規
格
道
路「
島
原
道
路
」

の
瑞
穂
町
か
ら
吾
妻
町
ま
で
の
早

期
完
成
と
、
未
着
手
区
間
で
あ
る
島

原
市
有
明
町
か
ら
瑞
穂
町
ま
で
の

早
期
事
業
化
を
目
指
し
要
望
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
愛
野
町
か
ら
小
浜
町
ま
で
の
道

路
整
備
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
的
に

は
バ
イ
パ
ス
整
備
を
含
む
4
車
線

化
と
、
早
期
に
は
国
道
57
号
の
現
道

改
良
に
よ
る
機
能
強
化
を
目
指
し

要
望
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
道
に
つ
い
て
は
、
市
民
生
活
に

沿
っ
た
改
良
工
事
と
橋
梁
、
舗
装
な

ど
道
路
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修

繕
、
補
修
工
事
を
両
輪
に
位
置
付

け
、
地
域
性
や
緊
急
性
等
を
考
慮
し

計
画
的
に
整
備
を
進
め
、
旧
町
か
ら

引
き
継
い
だ
事
業
に
つ
い
て
は
、
早

期
完
成
を
目
指
し
取
り
組
み
ま
す
。

　
路
線
バ
ス
や
鉄
道
事
業
の
支
援
に

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
、

島
原
半
島
3
市
及
び
諫
早
市
の
関
係

機
関
で
構
成
し
て
い
る
九
州
新
幹
線

西
九
州
ル
ー
ト
県
南
地
域
活
性
化
協

議
会
に
お
い
て
策
定
す
る
広
域
的
な

二
次
交
通
体
系
の
再
編
計
画
等
に
基

づ
き
、
今
後
、
地
域
住
民
の
生
活
交

通
の
確
保
と
観
光
客
の
利
便
性
の
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
社
会
基
盤
】

　
耐
震
診
断
や
改
修
工
事
費
補
助
制

度
、
老
朽
危
険
空
家
の
除
却
費
用
の

一
部
補
助
制
度
に
よ
り
、
良
好
な
住

環
境
の
保
全
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
営
住
宅
の
各
戸
に
設
置
し
て

い
る
住
宅
用
火
災
報
知
機
の
更
新

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
一
部
の
教
職
員
住
宅
を
市
営
住

宅
と
し
て
用
途
変
更
を
行
う
と
と

も
に
、
若
い
世
代
な
ど
の
単
身
者
が

市
内
へ
住
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

市
営
住
宅
の
一
部
に
お
い
て
入
居

者
資
格
条
件
を
緩
和
し
ま
す
。

　
河
川
に
つ
い
て
は
、
流
域
に
集
落

を
抱
え
た
河
川
を
中
心
に
、
老
朽
化

し
た
護
岸
の
改
修
や
未
整
備
区
間

の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　
河
川
・
急
傾
斜
地
等
の
危
険
箇
所

の
施
設
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
維

持
管
理
を
適
正
に
行
い
、
被
害
の
防

止
、
減
災
に
努
め
ま
す
。

　
赤
間
漁
港
海
岸
高
潮
対
策
事
業

の
平
成
30
年
度
の
完
成
に
向
け
、
着

実
な
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
景
観
に
関
す
る
講
演
会
の
実

施
や
景
観
の
選
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
上
下
水
道
】

　
水
道
施
設
の
計
画
的
な
更
新
、
改

修
及
び
適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
、

安
全
で
美
味
し
い
水
の
安
定
的
な

供
給
を
図
り
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
全
体
計
画
の
策
定

に
よ
り
、
下
水
道
施
設
の
予
防
保
全

に
よ
る
長
寿
命
化
の
た
め
の
定
期

的
な
点
検
及
び
調
査
箇
所
の
設
定

を
行
い
、
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理

と
接
続
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
雲
仙
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命

化
対
策
と
耐
震
補
強
化
対
策
に
よ

る
施
設
の
改
築
更
新
に
向
け
実
施

設
計
を
行
い
ま
す
。

　
下
水
道
等
区
域
以
外
に
つ
い
て

は
、
浄
化
槽
の
普
及
に
努
め
環
境
整

備
を
図
り
ま
す
。

　
不
均
一
な
下
水
道
料
金
の
格
差

是
正
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

【
情
報
化
・
先
端
技
術
】

　
市
内
全
域
で
の
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
、
整
備

手
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
農
業
振
興
な
ど
産
業
分
野
へ
の

先
端
技
術
の
導
入
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
実

現
の
可
能
性
を
含
め
て
研
究
を
行

う
と
と
も
に
、
福
祉
や
介
護
等
の

サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
い
て
は
、
国
・

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。
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【
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

　
島
原
半
島
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
る
電
熱
利
用
の
効
率
化
に
向
け
て

の
調
査
結
果
を
基
に
、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
」が
広
く

市
民
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
、
モ
デ
ル

的
に
一
部
の
公
共
施
設
へ
木
質
を
利

用
し
た
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
す
る
た
め
、

設
計
等
に
着
手
し
ま
す
。

　
自
治
会
回
覧
や
出
前
講
座
等
に

よ
り
、
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た

め
小
型
電
子
機
器
回
収
ボ
ッ
ク
ス

や
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
に
よ
る
回
収

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
ス
ト
ッ

ク
ハ
ウ
ス
の
開
設
時
間
を
午
前
8

時
30
分
に
繰
上
げ
、
市
民
の
利
便
性

の
向
上
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　
南
高
北
部
環
境
衛
生
組
合
が
解

散
す
る
こ
と
か
ら
、
し
尿
の
一
元
処

理
体
制
の
確
立
に
向
け
小
浜
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
中
継
基
地
化

等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
小
浜
町
金
浜
地
区
に
お
け
る
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
跡
地
に
つ

い
て
は
、
ト
イ
レ
及
び
駐
車
場
の
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
学
校
教
育
】

　
児
童
生
徒
の
学
力
定
着
の
た
め

に
、
市
独
自
の
学
力
調
査
を
引
き
続

き
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
学
習
内

容
の
定
着
状
況
を
把
握
し
、
一
人
一

人
の
課
題
や
改
善
点
の
よ
り
細
や

か
な
指
導
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
9
月
に
老
朽
化
し
た
吾
妻
愛
野

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
運

営
を
国
見
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と

南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
移
行

し
ま
す
。

　

特
別
支
援
学
級
の
設
置
や
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
、
訪
問
指
導
員

の
配
置
に
よ
り
、
特
別
な
教
育
的
支

援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
や
学

校
生
活
へ
の
不
適
応
状
況
に
あ
る

児
童
生
徒
の
支
援
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
小
中
学
校
の
校
舎
外
壁
等
、
非
構

造
体
の
耐
震
化
に
よ
る
防
災
機
能

の
強
化
や
屋
上
防
水
の
改
修
な
ど
、

施
設
の
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
全
て
の
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
室
に

設
置
す
る
児
童
生
徒
用
パ
ソ
コ
ン

等
の
更
新
や
電
子
黒
板
機
能
付
き

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
を
導
入
し

ま
す
。

　
少
子
化
に
伴
う
適
切
な
教
育
環
境

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
、

地
域
住
民
、
教
職
員
の
考
え
を
細
や

か
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
児
童
数

等
の
推
移
に
注
視
し
検
討
し
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

　
各
種
生
涯
学
習
事
業
を
展
開
し

自
主
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携

に
よ
る
読
書
環
境
の
充
実
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
ア
に
関
わ

る
犯
罪
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

　
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
日
常
化
」を

目
指
す
た
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

の
ほ
か
、
新
た
に
軽
ス
ポ
ー
ツ
普
及

推
進
の
た
め
の
出
前
講
座
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
社
会
体
育
施
設
の

適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
小
浜
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
耐
震

診
断
の
結
果
を
踏
ま
え
、
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

【
歴
史
・
文
化
・
芸
術
】

　
郷
土
史
会
と
連
携
し
た
歴
史
講

演
会
の
開
催
や
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
で
出
土
し
た
遺
物
の
展
示
公

開
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
鍋
島
邸
収

蔵
資
料
の
整
理
作
業
を
行
う
と
と

も
に
、
新
た
に
適
切
な
状
態
で
資
料

を
保
管
で
き
る
収
蔵
庫
の
整
備
を

行
い
、
さ
ら
な
る
公
開
活
用
に
努
め

ま
す
。

　
市
民
の
芸
術
・
文
化
に
対
す
る
関

心
を
高
め
る
た
め
、
雲
仙
市
文
化
会

館
自
主
文
化
事
業
振
興
会
と
連
携

し
た
ホ
ー
ル
事
業
の
展
開
や
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
訪
問
型
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

　
自
治
会
活
動
活
性
化
交
付
金
や

自
治
集
会
所
等
整
備
事
業
補
助
金

な
ど
に
よ
る
支
援
を
引
き
続
き
行

い
、
自
治
会
長
連
合
会
と
連
携
し
、

自
治
会
へ
の
加
入
促
進
や
各
自
治

会
組
織
間
の
情
報
の
共
有
等
に
努

め
ま
す
。

　

各
種
市
民
活
動
団
体
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
活
動
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
地
域
づ
く
り
補
助
金

等
に
よ
る
活
動
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
引
き
続
き
啓
発
活
動
や
関

連
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
行
政
運
営
】

　
市
の
歌
に
つ
い
て
は
歌
詞
の
選

定
と
と
も
に
曲
の
募
集
を
行
い
、
8

月
を
目
途
に
完
成
で
き
る
よ
う
進

め
ま
す
。

　
国
見
総
合
支
所
の
5
月
完
成
を

目
指
し
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
愛
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度

中
の
完
成
に
向
け
、
平
成
29
年
度
中

に
愛
野
町
公
民
館
を
解
体
し
、
建
設

工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　
市
役
所
及
び
千
々
石
庁
舎
の
駐

車
場
並
び
に
南
串
山
図
書
室
の
整

備
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
行
政
事
務
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
の
監
視
を
行
う
な
ど
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
高
め
情
報
管
理

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
の

最
低
制
限
価
格
制
度
を
導
入
し
、
ダ

ン
ピ
ン
グ
受
注
の
防
止
に
よ
る
業
務

品
質
の
向
上
を
図
り
、
引
き
続
き
入

札
制
度
の
競
争
性
・
公
平
性
及
び
透

明
性
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
新
た
に
新
規
採
用
職
員
を
対
象

と
す
る
自
衛
隊
隊
内
生
活
体
験
や

採
用
後
10
年
未
満
の
職
員
を
対
象

と
し
た
民
間
企
業
派
遣
研
修
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
財
政
運
営
】

　
ふ
る
さ
と
応
援
推
進
事
業
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
ふ
る
さ
と
納
税
サ

イ
ト
へ
登
録
し
受
付
窓
口
を
増
や

す
こ
と
に
よ
り
、
全
国
か
ら
本
市
を

応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
を
増
や
し
、

特
色
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
有

効
活
用
し
ま
す
。

　
市
税
等
の
収
納
率
向
上
に
つ
い

て
は
、
滞
納
整
理
を
中
心
と
し
た
徴

収
体
制
の
確
立
を
図
り
、
ま
た
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
の
連
携
に
よ
り
、
滞
納
者
へ
生
活

改
善
の
提
案
を
行
い
、
納
税
に
つ
な

げ
ま
す
。

　
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

適
正
配
置
と
将
来
的
な
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
る
た
め
、
雲

仙
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
基
づ
き
個
別
計
画
の
策
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

基
本
方
針
❹　
人
財
と
郷
土

基
本
方
針
❺　
協
働
と
戦
略

ふるさと応援寄附金パンフレット
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「
雲
仙
市
の
歌
」の
曲
を

 

募
集
し
ま
す
!

1
番　

　

雲
仙
岳
か
ら　

ふ
く
風
に　
　

　

大
地
目
覚
め
て　

豊
か
な
恵
み　

　

生
き
る
喜
び　

と
も
に
満
ち　

　

希
望
に
む
か
う　

う
ん
ぜ
ん
は　

　

心
ふ
れ
あ
う　

ふ
る
さ
と
よ

　
2
番

　

海
の
香
り
に　

抱
か
れ
て

　

四
季
も
華
や
ぐ　

緑
も
ゆ
れ
る

　

く
ら
し
を
讃
え　

幸
せ
に　

　

明
日
へ
の
び
る　

う
ん
ぜ
ん
は

　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

ふ
る
さ
と
よ

　
3
番

　

桜
あ
ざ
や
か　

湯
の
け
む
り

　

歴
史
も
文
化
も　

咲
き
ほ
こ
る

　

羽
ば
た
く
夢
も　

い
き
い
き
と

　

未
来
を
ひ
ら
く　

う
ん
ぜ
ん
は

　

永
久
に
輝
く　

ふ
る
さ
と
よ　

応募先・問い合わせ先
雲仙市総務部政策企画課　市の歌　係
〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名714番地　☎0957-38-3111（内線2374）応
雲仙市総務部政策企画課 市の歌 係

特に制限はありません。プロ・アマ問わず、広く市内外から応募できます。

6月14日（水）まで
1）決定した歌詞が表現しているテーマに即したもので、曲調が明るく、音域・歌い回しの
点で歌いやすく聴きやすいなど、幅広い年代に親しまれるものとしてください。

2）自作未発表のオリジナル作品で、他者の著作権を侵害しないものとします。
3）応募作品は、1人（1団体）につき1作品に限ります。

政策企画課、または各総合支所にある募集要領・応募用紙（市HPからダウンロード可）を
確認し、必要事項を記入の上、持参されるか、郵送またはメールで提出してください。
※メールで応募される場合は、必ず事前に電話にてご連絡ください。

応募資格

応募締切

募集内容

応募方法

だ
い  

ち 　

め　

 

ざ

ゆ
た

め
ぐ

い

よ
ろ
こ

み

き  

ぼ
う

こ
こ
ろ

う
ん 

ぜ
ん 

だ
け

か
ぜ

う
み

い
だ

  

し　

き

は
な

み
ど
り

さ
く
ら

ゆ

れ
き　

し

ぶ
ん　

か

さ

は

ゆ
め

み　

ら
い

と　

 

わ

か
が
や

あ
し
た

  

え  

が
お

た
た

し
あ
わ

か
お

みんなで犯罪なく3
さ ん

ば!!

長崎県土地改良事業団体
連合会功労賞表彰

富津小学校への寄付について 千々石中学校への寄付について

愛野町・吾妻町で、ハタ揚げ大会が
開催されました

南串山町史談会（古文書研究会）
島原半島文化賞受賞

「緑の募金」を活用し、
松の植栽を行いました!

　長崎県では、「カギかけんば」「ひと
声かけんば」「見守りせんば」の犯罪な
く3（さん）ば運動が実施されています。
平成28年度は、犯罪なく3ば運動推進
優秀モデル地区に吾妻地区が、自転車
盗難防止優秀モデル校に小浜中学校が
選ばれ、長崎県警本部長と長崎県防犯
協会連合会長より表彰を受けました。
　犯罪をなくすために、皆さん一人
ひとりが「犯罪なく3ば」に心がけま
しょう。

　2月23日、長崎県市町村会館にて、「長崎県土地改良事業
団体連合会功労賞表彰」の表彰式が開催されました。長崎
県土地改良事業団体連合会功労賞表彰は、土地改良事業の
実施体制の整備に努めた人、相当期間にわたって事業推進
の中心的役割を果たした人など土地改良事業への貢献を称
えるものです。雲仙市から
は、土地改良事業功労者とし
て溜水・妙見土地改良区理
事長篠塚恒幸さんが受賞さ
れ、表彰状を受け取りました。

　長崎市在住の田中俊高さんより
教育環境整備のため50万円の寄
付をいただき、富津小学校の児童
用図書、テント等を購入いたしま
した。ありがとうございました。

　千々石中学校創立70周年記念
事業実行委員会会長　野﨑明人
さんより講演台、椅子等の寄付
をいただきました。ありがとう
ございました。

　4月1日、愛野駅下の田んぼで「第22回愛のハ
タあげ大会」が、4月16日、吾妻町牛口みなと
タウンにおいて「第21回吾妻町はた保存会はた
揚げ大会」が開催されました。当日は天候に恵
まれ、清々しい青空の下、多くのハタが舞い賑
わいました。

　島原半島3市で文化向上に貢献した個人や団体を顕彰す
る「島原半島文化賞」の授賞式が3月11日、島原文化会館
で行われ、南串山町史談会（古文書研究会）が団体賞を受
賞しました。同史談会が半島の古文書を解読して出版した
「古記録抜書帳」が市内小中学校の
総合学習に活用されているほか、
郷土史の伝承や小豆島との交流活
動など、地域の文化を未来へとつ
なぐ活動を継続されています。今
後益々のご活躍を期待します。

　3月26日に国見町向町の松林において、「緑の募金」を活
用し、国見町神代緑の少年団および向町地区の子供達によ
る松の植栽活動を行いました。苗木100本を植栽し、最後
は1人1人記念碑に松や自然に対するメッセージを記入しま
した。

吾妻町はた揚げ大会愛のハタあげ大会

吾妻地区　代表
吾妻町自治会長会会長
町田　学さん

表彰状を受け取る篠塚さん

児童用図書 講演台

〜
大空

高くハタが舞う〜
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※メールで応募される場合は、必ず事前に電話にてご連絡ください。

応募資格

応募締切

募集内容

応募方法

だ
い  

ち 　
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100回目のハッピーバースデー♪

雲仙市内の小中学校で入学式
が行われました。

　奥村キヌさん、森タツさん、西田フジコさんが100歳を迎えられました。どうぞこれからも健康で長生きされて、幸せに
お過ごしください。

　4月7日、雲仙市内の小中学校において入学式が行わ
れました。今春、入学を迎えた新入生は小学1年生が
339人、中学1年生が336人でした。お友達をたくさ
ん作って、楽しい学校生活が送れますように。

奥村キヌさん（千々石町） 森タツさん（小浜町） 西田フジコさん（国見町）
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平成29年度　当初予算総額　379億9,229万8千円
	 ※水道事業会計（企業会計）を除く

　予算執行においては、第2次雲仙市総合計画の政策および施策の実現に向け、各種事業の重要性や優先度、
効果などを十分に考慮し、効率的な事業実施を目指します。

【一般会計歳入（対前年度比）】
　市税は、市民税の個人所得の伸びや法人数の増
加、固定資産税の新増築の増加などにより、1.5％
増えています。
　県支出金は、地域医療介護総合確保基金、長崎
県大規模建築物耐震化事業補助金などの増により、
8.9％増えています。
　そのほか、南高北部環境衛生組合の解散に伴い
し尿収集運搬等の業務を市で行なうことにより、
手数料の増額を見込んでいます。

【一般会計歳出（対前年度比）】
　農林水産業費については、高度経営体集積促進
事業（国庫補助事業）や、小浜資源リサイクルセ
ンター施設除却費などにより、6.0％増えています。
　土木費については、大規模建築物耐震化事業な
どにより、22.1％増えています。
　そのほか、愛野コミュニティセンター（仮称）
建設などの庁舎整備事業が増額となっています。

●特別会計　総額　100億5,304万8千円
	 対前年度比　△9億529万8千円（△8.3％）

●水道事業会計（企業会計）

詳細は「知っておきたい雲仙市のしごと」をご覧ください。（6月に世帯配布予定）

収　入 12億890万8千円 支　出 17億4,852万9千円
収益的収入 10億9,975万2千円 収益的支出 10億9,907万円
資本的収入 1億915万6千円 資本的支出 6億4,945万9千円

問　財政課　☎38-3111

下水道事業特別会計 国民健康保険特別会計
11億269万6千円（対前年度比　5.7％） 82億5,287万4千円（対前年度比　△0.9％）

国民宿舎事業特別会計 後期高齢者医療特別会計
1億8,827万4千円（対前年度比　△4.1％） 4億9,799万3千円（対前年度比　4.3％）

温泉浴場事業特別会計
1,121万1千円（対前年度比　△1.9％）

●一般会計　279億3,925万円
	 対前年度比　6億5,060万1千円（2.4％）

歳　入
279億3,925万円

歳　出
279億3,925万円

（単位：千円、括弧：構成比）

市税
3,701,802
（13.3％）

6,468,500
（23.2%）

自主財源

21,470,750
（76.8%）

依存財源

民生費
9,924,597 
（35.5％）

総務費
3,928,108
（14.1％）

公債費
3,206,003
（11.5％）

農林水産業費・商工費
2,467,942
（8.9％）

土木費
2,864,616
（10.2％）

衛生費
2,470,818
（8.8％）

教育費
1,726,655
（6.2％）

消防費
1,045,710
（3.7％）

議会費
218,788（0.8％）

その他
86,013（0.3％）

諸収入
375,800（1.3％）

分担金および負担金
150,722（0.5％）

使用料および手数料
322,621（1.2％）

繰入金・財産収入など
1,917,555（6.9％）

地方交付税
10,687,477
（38.3％）

国庫支出金
4,036,348 
（14.4％）

県支出金
2,700,411
（9.7％）

市債
2,933,700
（10.5％）

その他
（地方消費税交付金など）
1,112,814
（3.9％）
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雲
仙
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）　

　
　

  

☎
38-

３
１
１
１

問

Vol.110

問	 雲仙市
	 男女共同参画センター
	 （政策企画課内）
☎38-3111

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指

す
の
か
ご
存
知
で
す
か
？

　
Ｄ
Ｖ
と
は
、配
偶
者
、内
縁
の
妻
・
夫
、

交
際
相
手
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
、

ま
た
は
、
あ
っ
た
人
か
ら
一
方
的
に
振

る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
行
為
が
該

当
し
ま
す
。

【
身
体
的
な
暴
力
】

　

殴
る
、
蹴
る
、
平
手
打
ち
、
首
を
絞

め
る
、
突
き
飛
ば
す
、
髪
を
ひ
っ
ぱ
る
、

凶
器
を
つ
き
つ
け
る　
な
ど

【
精
神
的
な
暴
力
】

　

罵
り
馬
鹿
に
す
る
、
大
声
で
怒
鳴
る
、

無
視
す
る
、
脅
迫
す
る
、
人
と
の
付
き

合
い
を
制
限
す
る　
な
ど

【
経
済
的
な
暴
力
】

　

生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
借
金
を
強
要

す
る
、
働
く
こ
と
を
禁
ず
る　
な
ど

【
性
的
な
暴
力
】

　

性
行
為
を
強
要
す

る
、
避
妊
に
協
力
し

な
い
、
中
絶
を
強
要

す
る　
な
ど

【
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
】

　
配
偶
者
や
交
際
相
手
と
の
間
に
次
の
よ

う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　
チ
ェ
ッ

ク
が
つ
い
た
ら
要
注
意
で
す
。

「
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）」 

っ
て
何
の
こ
と
？

□頻繁に携帯に電話して、居場所を確認する。
□「誰に食わせてもらっているんだ」と言われたことがある。
□怒ると壁を蹴ったり、物を投げたりする。
□言うとおりにしないと不機嫌になる。
□「お前が悪いから暴力を振るうんだ」と言われたことがある。
□お金の使い道を細かくチェックされる。
□実家や友人とつきあうことを禁止したり、外出を制限したりする。
□望まない性行為を強要する。
□避妊に協力しない。
□相手がいないと、ホッとする。

　
皆
さ
ん
は
、「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」

を
ご
存
知
で
す
か
。
雲
仙
市
に
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
今
年

で
８
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門

の
資
格
を
持
っ
た
消
費
生
活
相
談
員

が
、
悪
質
商
法
の
被
害
、
製
品
事
故

の
苦
情
、
多
重
債
務
な
ど
の
消
費
生

活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
応

じ
、
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題
解
決
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た
め
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助
言
や
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要
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て
事
業
者
と
の
あ
っ
せ
ん

な
ど
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行
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て
い
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。
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お
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る
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く
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談
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て
は
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門
の
相
談
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口
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紹
介
す
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も
あ
り
ま
す
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市
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そ
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費
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者
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ど
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す
る
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消
費
生
活
出
前
講
座
」
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的
に
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す
。

　
講
座
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
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り
で
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。

①
講
座
の
内
容
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質
商
法
の
手
口
と
そ
の
対
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法

・
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帯
電
話
（
ス
マ
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ン
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を
利
用
す
る
時
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注
意
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・
市
内
の
被
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況

・
多
重
債
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に
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ら
な
い
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に　
な
ど

②
所
要
時
間　
１
時
間
程
度

③
申
し
込
み

　
開
催
希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
で
き
る
限

り
、
ご
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望
に
そ
え
る
よ
う
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し
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す
が
、
申
し
込
み
が
重
複
し
た
場

合
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ど
は
、
調
整
さ
せ
て
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く

場
合
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ざ
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ま
す
。
ま
ず
は
消
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生
活
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ン
タ
ー
へ
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話
く
だ
さ
い
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④
そ
の
他

　
講
師
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遣
お
よ
び
配
布
資
料
に
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て
は
無
料
で
す
が
、
会
場
の
確
保

と
そ
の
使
用
料
な
ど
は
、
申
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ル
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と
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ま
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。

『
消
費
生
活
出
前
講
座
に
つ
い
て
』

くらしの情報通信	 case2� 雲仙市消費生活センター

☎ 0957-38-7830

困
っ
た
時
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

す
ぐ
相
談
！

一
人
で
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ま
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相
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！
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線
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３
）

今月の
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月5 の 集 団 健 診 健診の種類によって対象者、自己負担金などが
異なります。詳しくは、世帯配布の「雲仙市健

（検）診のお知らせ」または市HPをご覧ください。

問 ◆特定健診・後期高齢者健診：	 総合窓口課 国保年金班　　☎38-3111
◆がん検診・若年者健診　など：	 健康づくり課 健康推進班　☎36-2500

町 実施日 受付時間 会　　場

小
浜
町

5月  9日 ㈫ 午後0時30分～2時30分 富津漁民センター

5月10日 ㈬ 午後0時30分～2時30分 小浜体育館

5月11日 ㈭ 午前8時～10時

小浜体育館5月12日 ㈮ 午前8時～10時

5月14日 ㈰ 午前8時～10時

国
見
町

5月18日 ㈭ 午後0時30分～2時30分 馬場集落センター

5月19日 ㈮ 午前8時～10時 神代研修センター

5月21日 ㈰ 午前8時～10時 国見町文化会館

5月22日 ㈪ 午前8時～10時 神代研修センター

5月23日 ㈫ 午前8時～10時 国見町文化会館

5月24日 ㈬ 午後0時30分	～2時30分 国見町文化会館

健（検）診種類 対象者 料金

午前
午後
実施

特定健診 40～74歳の
国保加入者 無料

後期高齢者健診 75歳以上 無料

健康診査 40歳以上の
生保受給者 無料

若年者健診 20～39歳 700円

大腸がん検診 20歳以上 200円

結核・肺がん検診 20歳以上 無料

前立腺がん検診 40歳以上 500円

肝炎ウィルス検診 40歳以上 200円

午前
のみ
実施

胃がん検診★ 20歳以上 500円

腹部エコー検査★ 20歳以上の
5歳ごとの年齢 1,300円

集団健診会場では、歯科衛生士による
無料歯科相談実施中！ご利用ください。

★胃がん検診・腹部エコー検査を受ける方は、前日の午
後9時以降は飲食不可（※午前のみの検診となります。）

　日本脳炎は、日本脳炎ウイルスにより起こる病気で、蚊を介して感染し、突然の高熱、頭痛、嘔吐など
の症状がでて、意識障害や麻痺等の神経系の障害を引き起こしたり、後遺症が残ることもあります。ワク
チンで予防できる病気です。対象になったら早めに接種しましょう。

◇【定期予防接種】　日本脳炎予防接種が受けられる年齢と接種回数　
接種回数 対象者 標準的接種期間と接種回数
1期初回 生後6か月～90月未満（7歳6か月未満） 3歳から4歳の間に2回（期間を1～4週間あける）
1期追加 〃 4歳から5歳の間に1回（※初回接種終了後、期間をおおむね1年あける）
2期 9歳～13歳未満 9歳から10歳の間に1回

◇【特例措置】　　
　平成17年度から平成21年度にかけての積極的な勧奨の差し控えにより、日本脳炎の予防接種を受けられなかった人
は、特例措置により無料で接種することができます。母子健康手帳を確認し、不足分があれば予防接種を受けましょう。

特例措置の対象者 平成9年4月2日～19年4月1日生まれ 平成19年4月2日～21年10月1日生まれ

接種できる年齢 20歳未満まで 生後6か月～7歳6か月未満
または9歳～13歳未満

接種できる回数 1期（3回）、2期（1回）の不足回数分 1期（3回）、2期（1回）の不足回数分
※ただし2期は　9歳以上

日本脳炎 予防接種のお知らせ

問　子ども支援課 子ども健康班　☎36-2500
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子育てサポートセンターの会員募集！！子育て
とステーション

　新年度も1ヶ月が過ぎ、新しい生活にも慣れてきた頃だと思いますが、仕
事と家庭を両立する中で、困ったことなどありませんか。
　保育園や放課後児童クラブのお迎えに間に合わない！残業で遅くなりそ
う！歓送迎会があるんだけど…などの子育て中の“ちょっと困った！ ”を解
決する応援を子育てサポートセンターでは行なっています。
　子育てサポートセンターとは、育児の支援を受けたい人（依頼会員）と
それをサポートしてくださる人（協力会員）で構成されており、依頼会員
と協力会員が顔合わせをした上で、送迎や預かりなどの援助活動を行なっ
ています。
　依頼会員登録は、各総合支所で行うこともでき、顔合わせは、必要に応
じてお住まいの地域に出向き、各地域の協力会員さんと行なっています。
　ぜひ、この機会に会員登録しませんか？詳しくは子育てサポートセンター
事務局までお問い合わせください。

問　子育てサポートセンター　☎36-2500

病後児保育（施設型）実施機関を募集します
　市では、雲仙市病児・病後児保育事業実施要綱に基づき、病後児保育事業（施設型）を実施する施設（事
業所）を募集します。
事業内容	 病気の回復期の児童について、保護者の勤務の都合などにより家庭での保育が困難な児童

を一時的に保育する。
募集の数	 施設型（施設における保育）　　　1事業所
募集期間	 平成29年5月1日（月）～5月26日（金）
実施基準	 ①	�看護師、准看護師、保健師または助産師（以下看護師等）を利用児童おおむね10人に

つき1人以上配置するとともに、保育士を利用児童3人につき1人以上配置すること。
	 ②	小学校6年生までの児童を対象とすること。
	 ③	児童の病態の変化に対し的確な指導をする「指導医」を選定すること。
	 ※	実施基準の詳細については、雲仙市病児保育事業実施要綱を参考にしてください。
実施する場所	 愛野町～南串山町の間の地域
事業の期間	 平成29年9月1日～平成30年3月31日
提出方法	 申請書を正本1部およびコピー2部を、子ども支援課へ直接持参もしくは郵送（5月26日ま

でに必着のこと。）してください。
	 ※�実施要領や提出書類の様式等は市ホームページからダウンロードできます。また、子ども

支援課子育て支援班の窓口でも配付します。

　雲仙市では、平成26年4月から小中学生を対象とした福祉医療費の助成を行なっています。助
成を受けるには認定申請が必要です。今年4月に小学1年生になられた児童の保護者の方へは通知
を発送していますが、対象者でまだ申請が済んでいない人は手続きをお願いします。
○申請場所：子ども支援課(福祉事務所）、総合窓口課(本庁)、各総合支所窓口
※詳しくは子ども支援課までお問い合わせください。

子ども福祉医療費助成についてのお知らせ

問　子ども支援課　☎36-2500

問　子ども支援課（子育て支援班）　☎36-2500
FAX 36-8900

申請はお済みですか？
今一度ご確認を!!
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　「災害は忘れた頃にやってくる」と言われますが、近年、全国各地または世界各国で大規模な自然災害が
頻繁に発生しています。今号からのシリーズで、改めて防災について考えてみましょう。
■大雨災害から身を守るために、早めに気象情報を確認しよう

大雨等の危険度 気象台が発表する気象情報 住民の行動

大雨の可能性が高くなる
〔１日程度前〕

・最新の情報に注意して、災害に備えた早目の準備
・窓や雨戸など家の外の点検
・非常持出品の点検

雨が強く降る
〔半日から数時間前〕

・避難場所の確認
・危険な場所に近づかない
・気象情報や外の様子に注意

雨が激しく降る
〔数時間から２時間前〕

・避難困難者は早めの行動
・市からの避難に関する情報に注意し、必要
に応じ速やかに避難

・土砂災害発生の危険度
が高くなったとき
・災害につながるような
大雨が降ったとき

・避難勧告や避難指示対象区域の人は速やか
に避難

さらに激しい雨が降り続く ・直ちに命を守る行動をとる
・市からの避難勧告などに従い、直ちに避難
所へ避難。外出が危険なときは、家の中で
少しでも安全な場所に移動

～安心・安全なまちづくり～　防災を考えよう　Vol.1

問　市民安全課　☎38-3111

○内容などの詳細については、各問い合わせ先に直接お尋ねください。○応募資格における
年齢は、平成29年4月1日現在とします。○通勤距離が片道2キロメートル以上ある場合は、報
酬とは別に通勤手当が支給されます。○申込方法・・・担当課、人事課または各総合支所に
備え付けの「嘱託職員申込書」に写真を貼り、必要事項を記入の上、担当課または各総合支
所に提出してください。（各申込書は、市ホームページからダウンロードすることができます。）
業務により申込受付期間が異なりますのでご注意下さい。

平成29年度　嘱託職員募集 申込受付期間
１〜２：4月17日㈪～5月12日㈮
３〜４：5月 1 日㈪～5月12日㈮

午後5時15分まで
※土曜・日曜を除く

※郵送する場合は申込期間内必着

 1．生涯学習課駐在業務 生涯学習課　☎0957-37-3113
業 務 内 容 施設等の管理運営及び講座等の企画運営／図書業務など（公用車運転有り）
雇 用 期 間 平成29年6月1日～平成30年3月31日 募 集 人 員 1人
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 時 間 原則、午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 選 考 方 法 作文、面接
勤 務 場 所 愛野総合支所2階　駐在事務室 選 考 日 5月21日（日）午前9時30分開始（10分前までに受付を済ませること）
報 酬 月額 151,600円 選 考 場 所 千々石総合支所
応 募 資 格 ・18歳以上の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　・普通自動車運転免許を有する人　
 2．愛野図書室管理業務 生涯学習課　☎0957-37-3113
業 務 内 容 図書室の管理/図書貸出業務（簡単なパソコン操作あり）/清掃作業など
雇 用 期 間 平成29年6月1日～平成30年3月31日 募 集 人 員 1人
勤 務 日 土日祝日（年末年始を除く） 社会保険等 なし
勤 務 時 間 午前10時～午後6時（7時間勤務） 選 考 方 法 適性試験、面接
勤 務 場 所 愛野総合支所２階　図書室 選 考 日 5月21日（日)午前9時30分開始（10分前までに受付を済ませること）
報 酬 日額　5,200円 選 考 場 所 千々石総合支所
応 募 資 格 ・18歳以上の人　・簡易なパソコン操作ができる人
3．埋蔵文化財発掘調査業務 生涯学習課　☎0957-37-3113
業 務 内 容 埋蔵文化財発掘調査業務全般（公用車運転有り）
雇 用 期 間 平成29年6月1日～平成30年3月31日 募 集 人 員 1人
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 選 考 方 法 専門・実技・面接
勤 務 場 所 雲仙市歴史資料館　国見展示館 選 考 日 5月21日（日)午前9時30分開始（10分前までに受付を済ませること）
報 酬 月額　204,700円 選 考 場 所 千々石総合支所
応 募 資 格 ・22歳以上の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　・普通自動車運転免許を有する人　

・学芸員（考古学専攻）の資格を有する人または同等の知識を有する人　・発掘調査の経験がある人
 4．庁舎清掃業務 財産管理課　☎0957-38-3111
業 務 内 容 庁舎内各施設の清掃／庁舎外の除草と清掃／トイレ、給湯室のゴミ処理など
雇 用 期 間 平成29年6月1日～平成30年3月31日 募 集 人 員 １人
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 社会保険等 雇用保険
勤 務 時 間 午前8時00分～正午（4時間勤務） 選 考 方 法 適性試験・面接
勤 務 場 所 市役所　本庁 選 考 日 5月21日（日)午前9時30分開始（10分前までに受付を済ませること）
報 酬 月額　80,600円（2km以上は別途通勤手当有） 選 考 場 所 千々石総合支所
応 募 資 格 18歳以上の人

冷静な判断が大事です。
周囲の状況に応じた行動を！
浸水の中の避難は非常に危険！

特別警報が発表されていなくても早め早めの行動を！

非常事態！
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光化学オキシダント・PM2.5にご用心
　長崎県内では、冬季から春季にかけて「光化学オキシダント」や「ＰＭ2.5」の濃度が高くなる傾向があ
ります。これらが生活環境に影響を及ぼす可能性がある濃度に達した場合、市の防災無線などを通じてお
知らせすることとしています。

濃度が高くなったら
　屋外での激しい運動を避け屋内に入りましょう。場合によっては、窓やカーテンを閉める措
置も必要です。また、規格や機種によっては、マスクや空気清浄機も有効な対策となります。

光化学オキシダントとは？
　工場の煙や自動車の排気ガスに含まれている大気汚染物質が、太陽の紫外線により化学反応を起こし
て発生するオゾン等の酸化力が強い物質で、光化学スモッグの原因となります。

ＰＭ2.5とは？
　大気中に浮遊する小さな粒子で、粒子の大きさが2.5μm（1μm=1mm の千分の1）以下の非常に小
さな粒子のことです。その成分には、炭素成分、硝酸塩、硫酸塩、アンモニウム塩のほか、ケイ素、ナ
トリウム、アルミニウムなどの無機元素などが含まれます。また、さまざまな粒径のものが含まれており、
地域や季節、気象条件などによって組成も変動します。

問　環境政策課　☎38-3111
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☎
０
９
５
７（
65
）５
５
４
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半
島
の
平
和
を
守
っ
た
湿
地
～
沖
田
畷な

わ
て

の
戦
い

写真1　�沖田畷の戦いの舞台となった
三会地区

写真2　�沖
おき

田
た

畷
なわて

古
こ

戦
せん

場
じょう

跡
あと

に建てられて
いる、龍造寺隆信の供養塔

第11回島原半島ユネスコ世界ジオパークセミナー開催！
　島原半島の歴史・文化・自然、そしてそれらを支えるジオの魅力を、各分野の専門家
が毎月やさしく紹介します。ふるってご参加ください！

日　時：平成29年5月27日（土）午前10時～正午
場　所：がまだすドーム　セミナー室（島原市平成町1－1）
講　師：松島　健氏（九州大学准教授　地震火山観測研究センター）
題　目：雲仙普賢岳噴火災害から26年、熊本地震から1年 
　　　　　～地球の活動が人の生活を大きく変える～
※講演後、希望者に有料ゾーン（入館料割引価格）の案内を行います。
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ン
タ
ー
）

●
行
政
相
談（
午
後
１
時
～

４
時
、小
浜
総
合
支
所
）

●
行
政
相
談（
午
後
１
時
～４

時
、南
串
山
総
合
支
所
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　（
南
串
山
保
健
福
祉
セン
ター
）

●
行
政
相
談（
午
前
９
時
～

正
午
、瑞
穂
総
合
支
所
）

●
行
政
相
談（
午
前
９
時
～
正

午
、吾
妻
町
ふ
る
さと
会
館
）

●
人
権
よ
ろ
ず
相
談（
午
前９
時

～
正
午
、国
見
町
文
化
会
館
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　（
国
見
町
馬
場
集
落
セン
ター
）

　

●
市
内
中
学
校
体
育
大
会

（
国
見
、瑞
穂
、吾
妻
、

千
々
石
、小
浜
）

　
梅
津
医
院

　（
国
見
町
78
-5
15
6）

　
く
さ
の
循
環
器
内
科

　（
千
々
石
町
37
-6
05
0）

●
障
害
者
巡
回
相
談

　（
午
後
１
時
３
０
分
～
４

時
、小
浜
総
合
支
所
）

　
●
１
歳
６
か
月
児
健
康
診

査（
午
後
１
時
～
、千
々

石
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
●
１
歳
６
か
月
児
健
康
診

査（
午
後
１
時
～
、国
見

町
文
化
会
館
）

●
行
政
相
談（
午
後
１
時

３
０
分
～
４
時
、愛
野
総

合
支
所
）

●
パ
パ
マ
マ
ひ
ろ
ば（
午

後
１
時
～
、愛
野
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
市
内
小
学
校
運
動
会

　（
西
郷
、岩
戸
、大
正
、

川
床
、鶴
田
、愛
野
）

　
本
田
医
院

　（
国
見
町
78
-2
76
8）

　
ひ
ら
ゆ
医
院

　（
小
浜
町
74
-5
83
3）

●
創
業
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

in
雲
仙
市
商
工
会

　（
午
後
１
時
３
０
分
～
３

時
３
０
分
、雲
仙
市
商

工
会
小
浜
支
所
）

　
※
詳
細
P
25

●
１
歳
６
か
月
児
健
康
診

査（
午
後
１
時
～
、吾
妻

保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
創
業・
起
業
支
援
相
談
会

（
午
後
２
時
～
４
時
、吾

妻
町
ふ
る
さ
と
会
館
）

※
詳
細
P
21

　
●
就
職
支
援
相
談
会

　（
午
前
１
０
時
３
０
分
～

午
後
１
６
時
２
０
分
、吾

妻
町
ふ
る
さ
と
会
館
）

※
詳
細
P
21

　
　

●
市
内
小
学
校
運
動
会

　 （
神
代
、千
々
石
第
一
、

小
浜
）

　
太
田
整
形
外
科

　（
国
見
町
78
-5
41
3）

　
馬
場
医
院

　
(小
浜
町
73
-3
66
6)

　
●
１
歳
６
か
月
児
健
康
診

査（
午
後
１
時
～
、小
浜

町
南
本
町
公
民
館
）

　
　

　
　

12
11
10
9月

日5月
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

う
ん
ぜ
ん

（ 写 真 提 供 ）

雲 仙 市 花 き 振 興 協 議 会

カ ー ネ ー シ ョ ン

※
行
事
な
ど
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

医●
の
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
午
前
の
相
談（
受
付
/9
:3
0～
10
:3
0、
12
月
の
対
象
/H
27
.1
2～
H
28
.7

生
）は
参
加
自
由
。午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
の
お
問
合
せ
は
、市
民
窓
口
課（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
原
爆
被
爆
者
健
診
の
問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
県
健
康
事
業
団
　
健
診
事
業
課
　
☎
0
9
5
7
-4
3
-7
1
3
1

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

文
化
の
日

成
人
の
日

元
日

振
替
休
日

● ● ● ● ● ●

12
日（
火
）～
16
日（
土
）　
　
●
小
浜
地
区
集
団
健
診（
小
浜
体
育
館
）　
※
詳
細
P1
3

●
第
8回
雲
仙
市
民
音

楽
祭（
午
後
1時
～
、

国
見
町
文
化
会
館
）

●
雲
仙
市
湯・
YO
Uマ
ラソ

ン
大
会（
午
前
9時
～）

体
育
の
日

建
国
記
念
の
日

勤
労
感
謝
の
日

天
皇
誕
生
日

昭
和
の
日

春
分
の
日

※
遺
言・
契
約
等
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

●
の
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
午
前
の
相
談（
受
付
/9
:3
0～
10
:3
0、
5月
の
対
象
/H
28
.5
～
H
28
.1
2

生
）は
参
加
自
由
。午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
の
お
問
合
せ
は
、総
合
窓
口
課（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

医

医医 医医医 医医医

医医

医医

医医



５月31日は世界禁煙デー
　厚生労働省は、毎年5月31日～6月6日までを「禁煙週間」と定め、禁煙の普及・啓発に努めています。
喫煙と健康問題について考えてみましょう。

　喫煙者が吸っている煙だけではなくタバコから立ち昇る煙や喫煙者が吐き出す煙にも、ニコチンやタールはも
ちろん多くの有害物質が含まれています。本人は喫煙しなくても身の回りのタバコの煙を吸わされてしまうこと
を受動喫煙と言います。
　受動喫煙が持続的に続くことにより呼吸器症状や気管支の病気が起こりやすくなるほか、肺がんや心筋梗塞、
脳卒中による死亡リスクも高くなります。また、乳幼児や子どもへの影響は大人より大きく、脳の発育遅延や乳
幼児突然死症候群（SIDS）にも影響します。

�
　国立がんセンターの調べでは受動喫煙による死亡者について
年間約15,000人が受動喫煙を受けなければ死亡せずにすんだ
と推計されています。受動喫煙の健康影響を知って、あなたや
大切な人達の健康を守りましょう。これをきっかけに禁煙を考
えてみましょう。

平成22年に禁煙をされ、
継続されているAさん(60代)にお話を伺いました。

Q．現在も禁煙はしていますか？
　�今も禁煙してるよ。一時期吸い出した時はあったけどまた辞めたと。

Q．また、禁煙をしたのはなぜですか？
　�医師にタバコを辞めたら太ると言ったら「太ることよりタバコを辞める
ほうがいい」と言われたし、自分、家族のために辞めんばかなと思って。

Q．禁煙の秘訣は何ですか？
　�自分のため、家族のためにと思うことだね。

Q．禁煙してよかったことは何かありますか？
　�ご飯が美味しくなった。色んな場所で気を遣わなくてよくなった(タバ
コを吸うと煙たがられるため)。

Q．最後に、禁煙を考えている人にアドバイスをお願いします。
　自分のため、長生きするために禁煙をしましょう。

問　健康づくり課　☎36-8911

禁煙体験談

保健師　森�茉莉子

2006年からは健康保険で禁煙治療が
受けられるようになり、禁煙したい人を
手助けする選択肢が広がっています。

「受動喫煙」は周りの人の命を危険にさらします！

受動喫煙による死亡者数は
年間約15,000人(交通事故死亡者の約４倍)
男性より女性の方が２倍多い

男性　4,523人 女性　10,434人

出典：2016年世界禁煙デー　国立がん研究センターがん対策情報センター資料

■肺がん　■虚血性心疾患　■脳卒中

図：受動喫煙による年間死亡数推計値

54％ 28％

18％

51％ 35％

14％
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　平成37年（8年後）には高齢者の5人に1人が認知症になると予測されています。
　２月24日、千々石第一小学校の5・6年生と先生が講座を受講し、認知症について
理解を深めました。

※�認知症サポーター養成講座は、学校や自治会、企業、仲良しグループの集ま
りなどを対象に、年齢を問わず開催しています。お気軽にお尋ねください。 問　福祉課　高齢障害班�　　　☎36-2500

雲仙市地域包括支援センター��☎36-3571

認知症サポーター養成講座 in千々石第一小
認知症になっても安心して暮らせるまちづくりを目指して

この日、児童と先生53人が新たに認知症サポーター（認知症の人やその家族の応援者）となりました。

受講後は、認知症サポーター
の証である “オレンジリング”
を受け取りました。

小学生用テキストを使用し、認知症はどんな病気でど
んな症状がおこるかなど学習します。

絵本「大好きだよ、キヨちゃん」
の読み聞かせにより、認知症
とその家族のイメージをつか
みます。

認知症の人への
対応の悪い例と
良い例を寸劇を
通して学びます。

自分たちならこう対応す
るというテーマで話し合
い、発表します。
その後、望ましい対応を
寸劇と解説で学習します。

あかし

４・グループワークの様子
３・寸劇（ご飯を食べたことを忘れる編）

講座を受けての感想

２．講話

１．講座への導入

私、ご飯
食べとらんよ！

さっき、食べた
ばかりじゃないですか!!

今日の学習で認知症
の人が結構多いことを
知りました。
そして、だれでもなる
可能性がある病気だと
知り驚きました。

今日の学習で認知症
の人が結構多いことを
知りました。
そして、だれでもなる
可能性がある病気だと
知り驚きました。
小５　女の子小５　女の子

認知症の人は優しく
接することで、症状
の進行を遅くしたり
改善したりすること
が解りました。

認知症の人は優しく
接することで、症状
の進行を遅くしたり
改善したりすること
が解りました。
小５　男の子小５　男の子

認知症の人だけでは
なく、周りの人にも優
しくし、困っている人
がいたら相談にのっ
てあげようと思いま
す。

認知症の人だけでは
なく、周りの人にも優
しくし、困っている人
がいたら相談にのっ
てあげようと思いま
す。 小６　女の子小６　女の子

ボランティア：大久保良子さん

記念撮影
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おおおおおおおおおおおお福福福福福福福福福福福福 知知知知知知祉祉祉祉祉祉 ららららららららららららのののののののののののののののののの せせせせせせせせせ

■日常生活用具に人工内耳体外機給付事業が追加されます！
　４月1日より、人工内耳体外機の給付を行います。給付の申請要件などは下記のとおりです。
【給付の対象者】　聴覚障害による身体障害者手帳の交付を受けた人で、本市に住所を有し、申請時において、
現に人工内耳を装用している人が対象です。
【給付の概要】
　⑴�人工内耳体外機のうち音声信号処理装置の給付　上限�1,100,000円
　⑵�人工内耳体外機の修理� 上限� �50,000円
　⑶�人工内耳用電池� 月額上限� 2,500円
　⑷�人工内耳用充電器� 上限� 25,000円

■平成29年度　障害者就労支援セミ
ナー inうんぜんの開催について

　市内の就労支援事業所によるブース相談や障害福祉
サービスを利用するための方法について、セミナーを
行います。参加は無料です。お気軽にご来場ください。
　日時：5月14日㈰　午前10時～正午
　　　　　　　　　　（午前９時30分開場）
　場所：吾妻町ふるさと会館　ホール

■障害者巡回相談のお知らせ
　障害者相談支援事業所「はあと」（市委託事
業者）は、障がいのある人やその家族を対象に
毎月巡回相談を行っています。お気軽にご相談
ください。秘密は厳守します。
日時：5月8日㈪　午後1時30分～４時
　　　　　　　　　（予約不要・無料）
場所：南串山総合支所

問　福祉課　☎36-2500

雲仙市地域自立支援協議会子ども支援部会だより
「特別支援学級」とは？
　「特別支援学級」は、通常の学級における指導では十分な学習効果をあげることが困難な児童生徒に対し、
その特性に応じたきめ細かな教育を行うために、小学校および中学校に特別に設置された少人数の学級で
す。個別のカリキュラムをもとにしての個別指導や普通学級との交流を通して学習を進めていき、以前存
在した「特殊学級」とはまったく異なるものです。雲仙市内では、平成29年度に小学校20校中16校の
26学級、中学校は7校全学校に10学級の特別支援学級が設置されており、それぞれの学級で個に応じた
学習指導や生活支援を行っています。

放課後児童クラブの実施機関を募集します
　市では、雲仙市放課後児童健全育成事業の設備および運営に関する基準を定める条例および雲仙市放課後児童健全育
成事業実施要綱に基づき、放課後児童クラブを開設し、実施する施設（事業所）を募集します。

事業内容 保護者が労働などにより昼間家庭にいない小学校に就学している児童の育成、指導に資するため、遊
びを主とする健全育成活動を行う児童クラブを設置し、児童の健全育成の向上を図る。

募集の数 1事業所
募集期間 平成29年5月1日㈪～26日㈮
参加資格 市内に事務所あるいは事業所が既にある社会福祉法人および個人事業者など
実施場所 雲仙市南串山地区

実施基準
1　定員数　40人以上
２　専用区画面積は、児童1人につきおおむね1.65㎡以上必要
３　放課後児童支援員（資格取得予定者）の数は、支援の単位ごとに２人以上配置すること

申込の手続き
企画提案書などの正本1部およびコピー1部を子ども支援課へ直接持参もしくは郵送（5月26日ま
でに必着のこと。）するものとする。※実施要領や提出書類の様式などは市ホームページからダウン
ロードできます。また、子ども支援課子育て支援班の窓口でも配付します。

※参加資格、実施基準などの詳細は実施要領でご確認ください。 問　子ども支援課　☎36-2500

ただし条件などがございま
すので、詳しくは福祉課ま
でお問い合わせください。
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　創業や新設した企業の事業活動の支援と中小企業の経営改革、農商工連携事業による新事業への支援を行い、

市内産業の活性化と健全な発展を目指します。

事業区分 創業・経営改革サポート事業 農商工連携サポート事業

補助対象者 市内で創業または経営改革に取り組む個人、

中小企業者

市内農林漁業者を含む2業種以上で組織され、

互いに資源や工夫を出し合い、密接な繋がり

をもつ連携体

補助対象事業 高い技術と優れた事業計画により行われる創

業や経営改革に取り組み、事業化を行うもの

で、別に定める条件を全て満たすもの。

＊条件についてはお問い合わせください。

農商工連携により、新商品・新技術・新サー

ビスの開発および提供を行う事業で、別に定

める条件を全て満たすもの

＊条件についてはお問い合わせください。

補助率および

補助限度額

補助対象経費の2分の1以内

1件　300万円

※�新規常用雇用者数（正社員以外については、2人の雇用をもって正社員1人の雇用とみなす。）

が2人以上の場合は、500万円。

※事業期間が2会計年度にわたる場合であっても1件となります。

【審査方法】

　市における事務的審査（１次審査）の後、申請者によるプレゼンテーションおよび質疑応答を行う面接形式の

審査会（２次審査）を行います。

【応募〆切】　5月31日（水）　午後5時まで

※予算額は500万円です。なくなり次第終了します。
※詳しくは雲仙市ウェブサイトをご覧いただくか、お問い合わせください。

申込・問　商工労政課　☎38-3111

申込・問　商工労政課　☎38-3111

雲仙市産業サポート事業

研修、資格取得、職場環境づくりなどを応援します！
～平成29年度雲仙市魅力ある職場づくり支援事業補助金～

対象者
●市内に事業所を有する法人または個人事業主
●団体

対象となる研修等・経費
● �従業員の職場定着率の向上を目
的として行われる人材育成のため
の研修や労働環境改善のための
取組み、経営改革コンサルなど

● �講師謝金、印刷製本費、会場使
用料、教材費、資格取得のため
の受講料・受験料など

補助金額
対象経費の2/3以内
50万円を限度
※ �年度内に何回も申請はできます
が、合計50万円までとします。

要件
① �法人や個人事業主、団体が負担する経費であ
ること（従業員が負担する経費でないこと）

② �市の交付決定を受けた後に研修等を実施する
こと

19 ● 広報うんぜん
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　6月1日は、「人権擁護委員の日」です。
　家庭内のもめごとや隣近所とのトラブルなど、さま
ざまな悩みや心配事の相談を各地域の人権擁護委員
が受け付けます。相談は無料で秘密は厳守しますので
お気軽にご相談ください。

と　き と　こ　ろ

6月1日㈭
午前10時
～午後３時

国見町文化会館
瑞穂町公民館
吾妻町ふるさと会館
愛野総合支所
千々石保健センター
小浜総合支所
南串山保健福祉センター

� 問　総合窓口課　☎38-3111

■特設人権相談所を開設します

　工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製造事業
所を対象に平成29年6月1日時点で実施します。
　工業統計調査は、我が国の工業の実態を明らかにす
ることを目的とした重要な調査で、統計法に基づく報
告義務がある基幹統計調査です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興など、国および
地域行政施策のための基礎資料として利活用されます。
　調査票へのご回答をよろしくお願いします。
� 問　政策企画課　☎38-3111

■平成２９年工業統計調査を実施します

　生活に関する仕事・お金・
暮らしなどの相談を幅広く
受け止めます。何が問題か
分からなくても一緒に考え
させてください。お話の内
容はどこにも漏れることは
ありませんので安心してご相談ください。
� 問・申込　保護課　☎36-2500

■自立相談支援事業

　平成29年度雲仙市海水浴場管理運営業務受託者を
募集します。希望される人は必ず、募集要項をご確認
のうえ、お申込みください。（募集要項・申込書は雲
仙市ホームページまたは財産管理課、各総合支所地域
振興課に備え付けています）
【対象施設】①長浜海水浴場（国見町神代戊地先）
　　　　　②千々石海水浴場（千々石町丙地先）
【委託金額】1,031,400円（税込）
【委託期間】7月1日㈯～8月21日㈪まで
【業務内容】
・海水浴場開設期間中の監視等安全管理に関すること
・海水浴場施設の維持管理に関すること　　など
【販売営業】区域内での物品販売やレンタル業務を行
う事ができる。

【申込方法】財産管理課、各総合支所地域振興課に備え
付けの「管理運営業務申込書」に必要事項を記入し、
必要書類を添付の上、財産管理課または各総合支所
地域振興課に提出してください。

【受付期間】5月8日㈪～22日㈪　午後5時15分まで
� 問・申込　財産管理課　☎38-3111

■�平成29年度雲仙市海水浴場管理運
営業務受託者の募集について

　雲仙市では中小企業の振興により、本市経済と市民
生活の向上に寄与することを目的に「雲仙市中小企業
振興基本条例」を制定しました。この条例に基づき設
置する「雲仙市中小企業振興会議」の委員を募集しま
す。
○募集人員　　若干名
○応募資格　　次の全てを満たす人
　・市内に居住する人または、通勤・通学する人
　・�市内で活動を行う個人または法人その他の団体
で活動する人

　・平日の会議に出席できる人
　・雲仙市の職員、市議会議員でない人
○委員の役割　年2回程度、中小企業の振興について
意見を述べていただきます。
○任　　期　　３年
○応募方法　　雲仙市役所商工労政課または各総合
支所地域振興課に備え付け(HPからダウンロード
可)の応募用紙に記入の上、持参または商工労政課
まで郵送してください。
○選考方法　　書類審査により決定
○募集期間　　平成29年5月1日㈪～26日㈮まで
� 問・申込　商工労政課　☎38-3111

■�雲仙市中小企業振興会議委員を募集
します。

【平成28年新潟県糸魚川市大規模火災義援金】
　平成28年12月27日から平成29年３月24日まで募
集していました平成28年新潟県糸魚川市大規模火災
義援金については、13,047円となりました。市民の
皆様から多くの義援金を寄せていただきました。集
まった義援金は日本赤十字社を通じ、被災地へお送り
しました。たくさんの温かいご支援ありがとうござい
ました。
【平成28年熊本地震災害義援金途中集計】
　平成28年熊本地震災害義援金につきましては、募
集期間を延長し、平成30年３月23日㈮まで受付を
行っていますので、引き続き、皆様の温かいご支援を
お願いします。
　2,421,852円（平成29年３月24日現在）
� 問　福祉課　☎36-2500

■温かいご支援ありがとうございました

● 広報うんぜん
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貸与条件　扶養者が１年以上
市内に住民登録しており、
経済的な理由で修学が困難
で、学業・人物ともに奨学
生としてふさわしい人
※�他の奨学金制度との重複貸与可（ただし、独立行政
法人日本学生支援機構との重複貸与不可）
対象学校　
　① �大学・大学院・短期大学・農業大学校
　② �高等専門学校・専修学校（専修学校設置基準によ

る修業年限２年以上の学校）・各種学校（各種学
校規定による修業年限２年以上の学校）

　③ �高等学校
貸与金額　①……月額20,000円以内
　　　　　②……月額15,000円以内
　　　　　③……月額12,000円以内
利息　無利子
申込期間　４月３日㈪～5月19日㈮
申込方法　教育委員会総務課や生涯学習課各駐在に
備え付けてある奨学資金貸付申込書（市ホームページ
からダウンロードもできます）に必要書類を添付し、教
育委員会総務課または各駐在に提出してください。
� 問　教育委員会　総務課　☎37-3113

■雲仙市奨学生募集

　児童扶養手当受給資格者を対象に、ハローワーク諫
早の巡回相談が毎月第２水曜日に実施されます。職業
相談、職業紹介が雲仙市福祉事務所（千々石庁舎内）で
受けられますので、就職活動中の人、転職を考えてい
る人、お気軽にご相談ください。
日時：5月10日㈬　午前10時30分～午後３時15分
場所：雲仙市福祉事務所（千々石庁舎内）
対象者：児童扶養手当の受給資格者
内容：職業相談、職業紹介　（1人45分程度）
＊事前に電話予約してください。
� 問　子ども支援課　☎36-2500

■ハローワーク諫早巡回相談

　5月の相談日は、5月25日㈭�吾妻町ふるさと会館
　相談は、1人約50分程度　（電話予約制）
※就職先をご紹介するものではございません。
※相談対象者は、雲仙市内在住または雲仙市へＵＪＩ
ターン希望の人

【相談の時間帯】� ①�10時30分～11時20分
� ②�11時30分～12時20分
� ③�13時30分～14時20分
� ④�14時30分～15時20分
� ⑤�15時30分～16時20分
� 問・申込　商工労政課　☎38-3111

■就職したい人を応援します。
　　　　～就職支援相談会～　

　保険料は、日本年金機構から郵送される納付書によ
り、金融機関、郵便局、コンビニエンスストアなどで納
めることができます。
　また、便利でお得な口座振替や、クレジットカード・
インターネットを利用しての納付もできます。
　納付した保険料は年末調整や確定申告を行う際、全
額が「社会保険料控除」の対象となります。
　なお、期限までに保険料の納付がないと「障害基礎
年金」や「遺族基礎年金」が受けられないことがありま
すので忘れずに納付しましょう。
　もし、経済的な理由などで納付が難しいときは免除
制度や猶予制度をご利用ください。
　詳しくは下記までお電話ください。
　� 問　諫早年金事務所� ☎25-1662
� 　　ねんきんダイヤル� ☎0570-05-1165
� 　　総合窓口課� ☎38-3111

■平成29年度の国民年金保険料は
　1ヶ月あたり「16,490円」です。

　雲仙市では、これから自分で創業したい、創業して
間もない人を対象に、専門の相談員による創業・起業
支援相談会を開設しています。
　大まかなイメージ、漠然とした夢の段階でも構いま
せん。お気軽にお申し込みください。
○5月相談会
【相談日時】　5月23日㈫���①午後２時～午後３時
　　　　　　　　　　　���②午後３時～午後４時
【場所】　　　吾妻町ふるさと会館　2階研修室2
【対象者】　　�雲仙市内での創業・起業をお考えの人、

創業・起業間もない人
� ※事前予約制ですので下記までご連絡ください。
� 問・申込　商工労政課　☎38-3111

■あなたの夢を仕事にしませんか？
　創業・起業支援相談会

　家庭から排出される生ごみの
減量化を促進するため、電気式生
ごみ処理機や生ごみ処理容器（コ
ンポスト）などを購入される市民
の人に、購入費の補助を行ってい
ます。お申込は雲仙市役所や各総
合支所にて受け付けています。ご相談などは環境政策
課までお気軽にどうぞ。
【補助内容】
電気式処理機：購入費の1/2（上限２万円・1台まで）
生ごみ処理容器：購入費の1/2
� （上限1個あたり5千円・２個まで）
※�購入された後からでは補助対象になりません。購入
前にご相談ください。
� 問　環境政策課　☎38-3111

■生ごみ処理機器等購入費補助金の活用を!

● 広報うんぜん
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� 問　商工労政課　☎38-3111

　雲仙市では、市民の皆様の生活を支える中小企業を支援するための方針を定めた条例を制定しました。
　この条例は、「中小企業が自主的に努力すること」、「市民の皆さんや関係機関、市などとともに地域全体で中小
企業を支援すること」などにより本市経済を活性化し、持続的に発展させ、市民生活の向上や雇用の創出につな
げていくことを目指しています。
【なぜ必要なの？】
　雲仙市内の事業所のほとんどが中小企業や家族経営など零細な事業者であり、地域の雇用と経済を支えていま
す。中小企業の振興なくして地域社会の活性化はないと言っても過言ではありません。中小企業が元気になるこ
とが地域経済の活性化つながります。
　市では、中小企業の皆さんにその力を最大限に発揮してもらうため、市民の皆さんと協力して支援体制を整え、
市民皆さんが、安心して、いきいきと暮らし続けることができる雲仙市にするためにこの条例を定めました。
【平成29年度の主な施策は？】
　産業サポート事業、商工業活性化推進事業、魅力ある職場づくり支援事業、中小企業振興資金、中小企業設備資金
利子助成事業、創業相談窓口などがあります。
　詳しくは、雲仙市ホームページ　HOME⇒産業・ビジネス⇒商工関連情報をご覧ください。

■雲仙市中小企業振興基本条例を制定しました！
　～雲仙市経済の活性化は、中小企業の振興から始まります。～

　本年４月から新たに採用された10人の職員を紹介します。お見かけの際はぜひお声がけください。

（後列） 収納推進課 財産管理課 監理課 スポーツ振興課 地域振興課
中尾　治憲 伴　雄大郎 西田　悠馬 稲﨑　泰樹 馬場　教彰

（前列） 地域振興課 地域振興課 健康づくり課 地域振興課 建築課
松村　海里 小田　賢伸 眞﨑　諒子 安藤　潤哉 津田　晃平

■新規採用職員を紹介します！

各主体の役割

中小企業者の役割（ 6条）

市の責務（ 4条）

商工会の役割（ 5条）

市民の理解と協力（ 9条）

地域経済の発展 中小企業の振興 市民生活の向上

雲仙市の発展

中小企業団体の役割（ 8条） 大企業者の役割（ 7条）

◆施策の基本方針（10条）
◆財政上の措置（11条）

◆中小企業振興施策に関する事項
雲仙市中小企業振興会議（12条）

調査
･
審議
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　◎随時申請を受付けております。予算がなくなり次第終了となります。

持続化支援事業

【補助対象者】
市内に住所または主たる事業所を有し、同一の事業を引き続き1年以上営む個人または法人
【対象経費、補助額等】
・事業推進費、販路開拓費　・補助対象経費の２分の1以内、上限10万円

創業支援事業
【補助対象者】　市内で創業予定または創業後5年未満の個人又は法人
【対象経費、補助額等】
・事業推進費、販路開拓費　・補助対象経費の２分の1以内、上限20万円

新規出店事業

【補助対象者】
市内に新たに出店または既存家屋などを活用し、来客が見込まれる事業に取り組む個人または法人
【対象経費、補助額等】
⑴�店舗（駐車場を含む。）の賃借料　・対象経費の２分の1以内（1年間）、上限月額5万円
⑵�店舗の改修などに要する経費　・補助対象経費の２分の1以内、上限100万円　

にぎわい創出事業

【補助対象者】
集客、イメージアップなどに寄与する取組を行おうとする個人または法人等
【対象経費、補助額等】
・デザイン、広告宣伝費等　・補助対象経費の２分の1以内、上限10万円�

※事業着手は、補助金交付決定後にお願いします。
※上記のほか、諸条件がありますので、詳しくは商工労政課へお尋ねください。� 問・申込　商工労政課　☎38-3111

■雲仙市商工業活性化推進事業補助金を募集します！�

　市民が自ら考え実践する地域づくりを推進するため、補助金を交付します。なお、申請を行う際には、必ず事前に
総合窓口課までご相談ください。
【対象者】○市民…市内に居住している人や市内に所在する事業所に勤務する人
　　　　○団体…構成員の半数以上が市民であり、政治、宗教等を目的とせず、5人以上で組織されている団体
【補助対象経費】事業実施に必要な、旅費、消耗品費、通信運搬費、手数料、委託料、使用料、借上料など

スタート
アップ型

【対象事業】　団体を新たに立ち上げるための事業（先進地の視察研修や物品などの整備など）
【補助率等】　・旅費…対象経費の10/10以内（限度額1人5万円、10人以上の団体は1団体50万円）
　　　　　　・旅費以外…対象経費の３/４以内（限度額10万円）

市民提案型 【対象事業】　申請団体が実施主体となって行う、地域課題などの解決が図られる事業など【補助率等】　対象経費から事業収入などを差し引いた額の10/10以内（限度額200万円）

市民活動型 【対象事業】　歴史、文化、自然等地域資源の活用を目的として実施する事業【補助率等】　限度額50万円・対象経費の1回目３/４以内、２回目２/３以内、３回目1/２以内
地域
活性化型

【対象事業】　町または町を越えた広域的な活性化を目的として実施する事業（夏祭り事業など）
【補助率等】　対象経費の２/３以内（限度額100万円）

※対象事業や補助対象経費などの詳細については、総合窓口課までお問い合わせください。
� 問・申込　総合窓口課　☎38-3111

■地域づくり活動を支援します！（雲仙市地域づくり補助金）

　雲仙市教育委員会では、文化財保護審議会委員の協力を得て、市内の文化財を収録
した「雲仙市の文化財（平成29年3月）」を発行しました。写真を交え、雲仙市の歴史を
伝える文化財の概要を解説しています。
　市内小中学校に配布の他、雲仙市図書館（公民館図書室含む）で閲覧・貸出ができ
ますのでご活用ください。
� 問　生涯学習課　☎38-3111

■文化財冊子「雲仙市の文化財」発行！

● 広報うんぜん
平成29年5月23



市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

情報ひろばInformation of Unzen

■
平
成
29
年
度
狩
猟
免
許
試
験
・
狩

猟
免
許
更
新
講
習
会
の
お
知
ら
せ

平
成
29
年
度
狩
猟
免
許
試
験

試
験
種
目　
網
猟
免
許
、
わ
な
猟
免

許
、第
１
種
銃
猟
免
許
、第
２
種
銃

猟
免
許

日
時
・
場
所　
（
１
次
試
験
）６
月
21

日
㈬　
島
原
振
興
局

※
網
猟
免
許
、
わ
な
猟
免
許
は
同
日

に
２
次
試
験
も
実
施
。

※
第
１
種
・
第
２
種
銃
猟
免
許
の
２

次
試
験
は
１
次
試
験
合
格
者
に
対

し
、別
日
に
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間　
５
月
８
日
㈪
～
６
月
２

日
㈮
ま
で

※
試
験
の
た
め
の
講
習
が
別
途
実
施

さ
れ
ま
す
。詳
細
は
長
崎
県
猟
友

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

☎
０
９
５（
８
２
２
）７
２
１
３

平
成
29
年
度
狩
猟
免
許
更
新
講
習
会

日
時
・
場
所

　
７
月
19
日
㈬　
島
原
文
化
会
館　

７
月
20
日
㈭　
諫
早
文
化
会
館　

対
象　
狩
猟
免
状
に
記
載
さ
れ
て
い

る
有
効
期
限
が
平
成
29
年
９
月
14

日
で
満
了
の
人

受
付
期
間　
５
月
29
日
㈪
か
ら
講
習

会
実
施
日
の
２
週
間
前
ま
で

問　
島
原
振
興
局
農
林
水
産
部
農
業

企
画
課　

�

☎
０
９
５
７（
62
）３
６
１
０

■
第
５
回
初
心
者
向
け「
健
康
ボ
ウ

リ
ン
グ
教
室
」

開
催
日　
火
曜
日
コ
ー
ス　
６
月
６

日
㈫
～
７
月
11
日
㈫
、
木
曜
日

コ
ー
ス　
６
月
８
日
㈭
～
７
月
13

日
㈭
、
金
曜
日
コ
ー
ス　
６
月
２

日
㈮
～
７
月
７
日
㈮
、

開
催
時
間

　
火
曜
日（
午
後
１
時
30
分
～
３
時

45
分
）、
木
曜
日
・
金
曜
日（
午
前

９
時
45
分
～
正
午
）

場
所　
諫
早
パ
ー
ク
レ
ー
ン

対
象　
シ
ル
バ
ー
層
を
中
心
と
し
た

一
般
の
人

講
師　
公
益
社
団
法
人
日
本
プ
ロ
ボ

ウ
リ
ン
グ
協
会
正
会
員　
志
岐
幸

三
郎

定
員　
各
ク
ラ
ス
24
人

受
講
料　
２
０
０
０
円（
全
６
週
分
）

※
テ
キ
ス
ト
代
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害

保
険
料
な
ど
を
含
む

申
込
・
問　
志
岐
幸
三
郎

　
☎
０
８
０（
５
３
０
２
）６
９
４
７

　
（
午
前
10
時
～
午
後
８
時
）

　
諫
早
パ
ー
ク
レ
ー
ン

�

☎
０
９
５
７（
23
）１
１
５
０

■
ぴ
あ
サ
ポ
ー
ト
う
ん
ぜ
ん

　
～
引
き
こ
も
り
や
不
登
校
者
を

�

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
～

　
「
一
緒
に
話
を
し
た
い
」「
あ
な
た

の
声
が
聞
き
た
い
」
引
き
こ
も
り
経

験
者
や
不
登
校
経
験
者
が
勇
気
を
出

し
て
参
加
し
ま
す
。
み
ん
な
で
経
験

を
共
有
し
、
一
緒
に
な
っ
て
考
え
ま

し
ょ
う
。

日
時　
毎
月
第
３
日
曜
日

�

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
愛
野
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

問　
ぴ
あ
サ
ポ
ー
ト
う
ん
ぜ
ん

　
代
表　
草
野
友
一

�

☎
０
９
０（
３
４
１
９
）４
１
３
４

1．公売物件
○土地　所在地…雲仙市小浜町南木指字耳採2786番1
　　　　地目…宅地、登記面積…7,760.44㎡
○建物（未登記物件）
　①陶芸館�（昭和55年2月建築）
　　構造…鉄骨・鉄筋コンクリート造ルーフィング葺　平屋建
　　床面積…571.39㎡
　②陶芸作業場�（平成12年7月建築）
　　構造…木造合金メッキ鋼板葺　平屋建
　　床面積…73.00㎡　
　③茶室（「惜梅亭」　・昭和55年8月建築）
　　構造…木造瓦葺一部銅板葺　平屋建
　　床面積…64.14㎡　
2．売却方法　先着申込順（土地・建物一括売却）　　
3．売却価格　7,030,000円
4．申込資格� 個人または法人で、市内・市外を問いません。
公売物件の利用計画提案書で提案された計画を実施で
きる、税を滞納していないなど一定の制限があります。

5．売却条件　利用用途は事務所・店舗、福祉施設など市
が認めたもので、購入後10年間は原則として所有権
を第三者に移転することはできません。
6．買い受け者の決定　申し込みが早かった人から順に
審査を行い、審査に合格した最も早く申し込んだ人を
買い受け者とします。
7．申し込みの受付期間
平成29年6月1日（木）～9月29日（金）まで　
（土日祝日を除く毎日9時～17時15分まで。)
8．申し込み　　受付期間内に必要書類を雲仙市役所財
産管理課へ提出してください。（郵送による申し込み
はできません）
※詳しくは雲仙市役所財産管理課および各総合支所地
域振興課もしくは雲仙出張所に備え付けの「案内書」、
または市ホ－ムページをご覧ください

　　【陶芸館（正面】

問・申込　
財産管理課
　☎38-3111

■�旧・ふれあいの村陶芸館および茶室等
を先着順公売します

〔
広
告
〕
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■
あ
な
た
の
夢
を
仕
事
に
し
ま
せ
ん

か
？
創
業
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

�

in
雲
仙
市
商
工
会

　
雲
仙
市
で
は
、
市
商
工
会
と
日
本

政
策
金
融
公
庫
と
連
携
し
、
毎
月
１

回
「
創
業
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
in
雲
仙

市
商
工
会
」を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

創
業
・
起
業
の
み
な
ら
ず
、
金
融
な

ど
の
事
業
全
般
に
わ
た
っ
て
日
本
政

策
金
融
公
庫
の
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
５
月
相
談
会

日
時　
５
月
22
日
㈪

�

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
雲
仙
市
商
工
会　
小
浜
支
所

※
事
前
予
約
制
で
す
。
予
約
に
つ
い

て
は
、
相
談
会
を
開
催
す
る
商
工

会
支
所
へ
直
接
お
申
込
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　
雲
仙
市
商
工
会　
小
浜

支
所�

☎
０
９
５
７（
74
）３
１
７
１

■
平
成
29
年
度
第
１
回
消
防
設
備
士

試
験
実
施
の
お
知
ら
せ

試
験
日�

８
月
６
日
㈰�

午
前
10
時
～

会
場　
長
崎
大
学（
文
教
キ
ャ
ン
パ

ス
）、長
崎
県
立
大
学
、五
島
振
興

局
、壱
岐
振
興
局
、対
馬
市
交
流
セ

ン
タ
ー

試
験
種　
甲
種（
特
類
、第
１
類
～
第

５
類
）、乙
種（
第
１
類
～
第
７
類
）

申
請
方
法　
書
面
申
請
お
よ
び
電
子

申
請

受
付
期
間　
書
面
申
請　
５
月
29
日

㈪
～
６
月
９
日
㈮
、
電
子
申
請　

５
月
26
日
㈮
～
６
月
６
日
㈫

申
込
・
問　
（
一
財
）消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
長
崎
県
支
部

�

　
☎
０
９
５（
８
２
２
）５
９
９
９

■
ひ
と
が
行
き
交
う
諫
早
湾
づ
く
り

促
進
事
業
の
募
集

（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金
で
は
、

諫
早
湾
干
拓
事
業
に
よ
り
あ
ら
た
に

創
出
さ
れ
た
場
所
・
空
間
の
さ
ら
な

る
魅
力
づ
く
り
や
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、

利
活
用
を
目
的
に
、
周
辺
住
民
の
人

た
ち
の
参
画
に
よ
る
、
環
境
美
化
活

動
や
美
し
い
景
観
づ
く
り
、
イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど
の
事
業
を
募
集
し
、
選

定
さ
れ
た
事
業
に
助
成
し
ま
す
。

期
間　
５
月
８
日
㈪
～
６
月
30
日
㈮

公
募
要
領　
雲
仙
市
農
林
水
産
課
、

国
見
総
合
支
所
、瑞
穂
総
合
支
所
、

吾
妻
総
合
支
所
、
愛
野
総
合
支
所

に
置
い
て
い
ま
す
。

問　
（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金

�

　
☎
０
９
５
７（
26
）６
８
０
８

■
魅
力
あ
る
諫
早
湾
水
産
業
創
出
支

援
事
業
の
募
集

（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金
で
は
、

諫
早
湾
に
お
け
る
水
産
資
源
の
安
定

確
保
の
た
め
、
こ
の
地
域
に
お
け
る

水
産
振
興
に
資
す
る
事
業
を
募
集
し
、

選
定
さ
れ
た
事
業
に
助
成
し
ま
す
。

期
間　
５
月
８
日
㈪
～
７
月
14
日
㈮

公
募
要
領　
雲
仙
市
農
林
水
産
課
、

国
見
総
合
支
所
、
瑞
穂
総
合
支
所

に
置
い
て
い
ま
す
。

問　
（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金

�

　
☎
０
９
５
７（
26
）６
８
０
８

■
平
成
29
年
度
自
動
車
税
納
期
の
お

知
ら
せ

　
平
成
29
年
度
自
動
車
税
の
納
期
限

は
５
月
31
日
㈬
で
す
。

　
お
近
く
の
金
融
機
関
な
ど
で
納
期

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
納

付
も
で
き
ま
す
。

問　
県
央
振
興
局
税
務
部

�

　
☎
０
９
５
７（
22
）０
５
０
８

■「
雲
仙
モ
ー
モ
ー
フ
ェ
ス
タ

�

in
み
ず
ほ
」に
つ
い
て

　
５
月
４
日
に
開
催
予
定
で
あ
り
ま

し
た
、「
雲
仙
モ
ー
モ
ー
フ
ェ
ス
タ

in
み
ず
ほ
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
諸

般
の
事
情
に
よ
り
、
延
期
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
年
10
月
頃
の
開
催
を

目
指
し
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　
雲
仙
モ
ー
モ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
み

ず
ほ
実
行
委
員
会　

�

☎
０
９
０（
１
１
６
３
）７
６
０
９

■
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎

　
平
成
29
年
度　
受
講
生
募
集

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎
は
国
が

設
置
し
た
も
の
づ
く
り
に
特
化
し
た

職
業
訓
練
施
設
で
す
。
あ
な
た
の
再

就
職
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
平
成
2８
年
９
月
修
了
生
実
績
の
就

職
率
は
94
・
4
％
で
す
。

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

は
自
己
負
担
有
）

平
成
29
年
７
月
入
所
コ
ー
ス

訓
練
科
名　
機
械
加
工
技
術
科
、
溶

接
施
工
科
、電
気
設
備
技
術
科
、設

備
管
理
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技

術
科
、
テ
ク
ニ
カ
ル
メ
タ
ル
ワ
ー

ク
科

募
集
期
間

　
４
月
20
日
㈭
～
６
月
１
日
㈬

施
設
見
学
会　
５
月
９
日
㈫
、
５
月

26
日
㈮（
訓
練
体
験
可
）、
６
月
７

日
㈬

選
考
日　
６
月
14
日
㈬

合
格
発
表　
６
月
23
日
㈮

訓
練
期
間　
７
月
４
日
㈫
～
12
月
26

日
㈫

問　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎　
訓

練
課�

☎
０
９
５
７（
22
）2
3
2
4

ま
た
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口

〔
広
告
〕
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〔
広
告
〕

　今年で18回目を迎えた求礼サンシュユ花祭りは、3月18日
から26日までの9日間、国内最大のサンシュユ村である求礼
郡山洞面で開催されました。
　黄色いサンシュユの花は「持続と不変」という意味をもつこ
とから、変らない愛を誓うためにサンシュユの花と実を恋人
にプレゼントする風習がありました。
　祭りは「永遠の愛を探して」というテーマで、サンシュユの木を韓国で最初に植えた場所である始木地にお
いて開かれる豊年祈願祭に始まり、開幕式を含めた様々な公演や体験行事、イベントなどを通じて、観光客
に最高の“春のおとずれ”をプレゼントしました。

第18回求礼サンシュユ花祭り開催
姉妹都市　韓国求

ク
礼
レ
郡
グン
から、アンニョンハセヨ

１．不動産登記／相続、贈与、売買、抵当権設定等
１．商業登記／会社設立、役員変更等
１．成年後見人申立、農地法申請手続

司法書士／行政書士

平野康麿事務所
・相続登記はお済み
ですか？

・遺言は書かなくて
大丈夫ですか？

お気軽にご相談
ください 雲仙市小浜町北野１０５５番地

ＴＥＬ　０９５７‒７４‒５５１２
E-mail:hirano_55@yahoo.co.jp

ひ ら の や す ま ろ

　地域レベルでの外国語教育の充実や国際交流の推進を図ることを目的とし、
韓国から国際交流員が着任しました。

＜　崔（チェ）さんから一言　＞
　雲仙市の皆様、アンニョンハセヨ（こんにちは！）はじめまして。平成
29年4月から雲仙市で国際交流員として着任した崔　誠恩（チェ　ソン
ウン）と申します。雲仙市は初めてですが、私が大好きな山も海も温泉
もあり、おいしい食べ物も沢山ある自然に恵まれた素敵な町で、雲仙市
に来られたことを大変嬉しく思っています。
　大学で経営学と日本語・日本文学を専攻しており、学生時代にはワー
キングホリデーで東京で一年間生活しながら日本文化に触れました。雲
仙市に来る前はソウルでイベントとアプリの企画やプロモーションなど
の仕事をしました。
　私は旅行が大好きで今まで世界のさまざまな国を旅行しました。日本
は20回程旅行した経験があります。旅行先で出会った人たちとの交流、
また新しい文化に触れ合う時に感じた楽しさや感動をたくさんの人に感
じていただけたらと思います。
　これからなるべくいろいろなところに足を運んで、たくさんの人と出
会い、さまざまな経験をしたいです。そしてそこから発見した雲仙市の
すばらしいところを韓国に伝え、また韓国の文化を幅広く雲仙市の皆様
に伝えたいと思いますので、韓国に興味がある人、国際交流に興味があ
る人は町で会えたらぜひ声をかけてください。
　毎日笑顔ですごせるように頑張ってまいりたいと思います。どうぞよ
ろしくお願いします。

新たな国際交流員が着任しました

【主な仕事内容】
○�姉妹都市求礼郡との交流事業にお
ける通訳、翻訳
○�韓国語教室や出前講座の開催
　（�未就学児～成人向けまで幅広く
開催予定）

○�韓国に対する観光プロモーション
等における通訳・翻訳

問　観光物産課　☎38-3111
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人のうごき（3月末）� ［住民基本台帳月報］

■人　口：44,837人　　（前月比 －225人）
　　男性：21,228人　　女性：23,609人
■世帯数：17,179世帯（前月比 －6世帯）

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

雲仙市の
人口割合
（3月末）

10歳未満　3,446人

10～20代
7,586人

30～40代
9,379 人

50～60代
13,786人

70～80代
9,506 人

90代～　1,134人

▼先月号、農林水産課の秋山弘樹さんの「3年間で感じ
たこと」について思うところを書きます。雲仙市の農業
算出額は平成27年度約277億円で、県下21市町のうち第
1位となっています。秋山さんが書いている通り、この
実績を支えているのは雲仙市の農業者の皆様です。仕事
の成果をさかのぼっていくと、組織であれ個人であれ最
終的には一人ひとりの資質・人間性・努力に帰結します。
最近、「人材は群生する」という言葉をよく思い浮かべ
ます。雲仙市長として雲仙市役所に全体の奉仕者として
ふさわしい職員を数多く輩出するよう環境づくりに力を
尽くさねばなりません。農業政策については平成27年8
月号のコラムに書かせていただきましたが、その内容に
付け加えるとすると農業政策を考えるとき、経済・雇
用・食糧安全保障・伝統文化の継承・環境保全の5つの
視点から考えろと教えられたことがあります。農業政策
は経済的な視点からのみ捉えてはいけないという教えだ
と理解しています。▼雲仙市では基盤整備事業に積極的
に取り組んでいます。このことは農業を志す人材がいる
うちに、環境整備を整えたいという雲仙市としての強い
思いの表れです。更に中山間地域等条件不利地の小規模
な基盤整備にも取り組みたいと思っています。様々な農
業政策が雲仙市の農家所得の向上、農業後継者の確保、
安心安全な農作物の生産確保のみならず、雲仙市の持つ
素晴らしい風土・景観を守り、伝統文化を次世代へ継承
していくことに繋がるよう一緒に力を合わせて頑張りま
しょう。
 雲仙市長　金澤秀三郎

「農業政策について」

市長のコラム

国民宿舎

問　国民宿舎　望洋荘　☎0957-74-3141

　望洋荘では毎月日曜日に１階露天風呂において季節
湯を実施しています。５月の季節湯は「菖蒲湯」。菖蒲
湯は武家社会での「勝負」にかけ、男子の立身出世を
願う思いが子どもたちの無病息災への祈りと変化して
いったものです。望洋荘の季節湯をお楽しみください。
　なお、都合により表示のものと異なる場合がありま
すのであらかじめご了承ください。

５月の季節湯は
「菖蒲湯」

〔
広
告
〕

☎

雲仙市地域おこし協力隊 活動月報報報 Vol.15

　平成29年４月1日から雲仙市の国見・瑞穂地区
担当の地域おこし協力隊として就任した津田亜季
と申します。出身は滋賀県彦根市で、高校卒業まで
滋賀県で暮らしていました。その後、長野県の大学・
大学院に進学し建築について学び、修了後は5年間
東京のゼネコンで建築の構造設計者として勤務し
ていました。現在29歳です。
　今年の春から、配偶者のUターン転職に伴い、雲
仙市に移住してきました。移住にあたり、雲仙市に
関して知りたいという思いと、雲仙市の魅力に関し
て周りに発信したいという思い、そして何より地域
の人とのつながりを持ちたいという思いから、地域
おこし協力隊としての活動を志望しました。
　そして、現在雲仙市での課題となっている空き家
に対して、大学で取り組んだ古民家再生に関する知

識や、前職で培った建物の安全
性に対する考え方などを活かし
て、対策や企画検討等、取り組
んでいければと思っています。
� 地域おこし協力隊　津田�亜季
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ふるさとのルーツを探る歴史塾！

第8回雲仙市民ウォーキング大会
～参加者募集～

～島原の乱がもたらした小豆島からの移住者たち～

【日時】６月３日㈯　15時30分～　
　　　　入場無料・申込不要
【場所】南串山保健福祉センター（ハマユリックスホールよこ）
　　　　（南串山町乙２番地15）
【内容】江戸時代の半島の歴史を記した古文書を解
読するなど、郷土史研究を活発に行っている南串
山町史談会（古文書研究会）が、島原の乱後に小
豆島から移住した人たちの記録を解説し、郷土の
歴史を紐解きます。
　　私達のふるさとのルーツを探ってみませんか？
ぜひご来場ください。

　　主催：雲仙市文化連盟　
　　協賛：雲仙市教育委員会

問　生涯学習課　☎37-3113

　第８回雲仙市民ウォーキング大会を千々石町にて開催します。橘神社や千々石海岸などを巡る、
比較的高低差が少ない心地よいコースです。参加者全員に参加賞があります。

【日時】５月27日㈯　11時スタート（受付：10時）12時30分終了予定
【会場】雲仙市千々石総合支所
【コース】千々石町内を巡る約５Kmコース
【参加資格】どなたでも参加できます。
　　　　　　（小学生以下は、保護者同伴）
【申込方法】所定の「申込書」または電話により申込み
【参加費】300円（当日受付時、高校生以下は無料）
【申込期限】５月23日㈫

問・申込　雲仙市レクリエーション協会事務局
　　　　　（スポーツ振興課内　☎37-3113）

EVENTEVENTEVENTEVENTEVENTEVENTEVENTEVENTEVENT

EVENTEVENTEVENTEVENTEVENTEVENTEVENTEVENTEVENT
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